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　会員の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上

げます。平素は本会の活動にご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上

げます。ここに会誌「きたかみ」70 号創立 80 周年特集号をお届けで

きますこと、嬉しく思います。

　東日本大震災から本年 3月 11 日で 13 年になります。この間各地で

地震や豪雨、河川氾濫、大雪等々災害が起こり、本年は元日から能登

半島地震による甚大な被害が発生しております。亡くなられた方々の

ご冥福をお祈り申し上げ、被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。

　本会は 2022 年 1 月 1 日に創立 80 年を迎え、新型コロナウィルス感染拡大防止のために延

期して参りました 80 周年記念式典・祝賀会は昨年 6月 17 日、仙台支部のご協力の下に仙台

ガーデンパレスで総会に引き続いて開催、そのリモートライブ配信も東京支部のサポートの

下に実施されました。お世話頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。なお、創立三十周年記念

アルバムの年表によれば、本会発会の地は盛岡ではなく、仙台駅前アポロとのことです。

　さて、母校の修了式・卒業式は 3月 23日とのこと、本年も新たな正会員百数十名を迎えま

す。真に喜ばしいことです。新正会員の皆さんに祝意を表し、ご活躍とご多幸を祈念致します。

　次に残念な事でありますが、恩師杉田慶一郎先生（特別会員）は 2023 年 2 月 16 日、恩

師横山隆三先生（特別会員）は 5月 6 日にご逝去との報に接しました。杉田先生は 1974 年

4 月に着任以来定年の 1993 年 3 月まで、横山先生は 1972 年 4 月に着任以来定年の 2005 年

3 月まで、学生の教育に情熱を注がれました。また阿部長一相談役（昭和 19 年工専卒、昭

和 31 年電気卒）は 2023 年 2 月 18 日、小野寺瑞穂理事（昭和 29 年電気卒）は 5月 4日にご

逝去されました。阿部相談役、小野寺理事ともに卒業以来役員を歴任され、阿部相談役は

1967 年から 1970 年まで会長を、小野寺理事は 1985 年から 1999 年まで長い間副会長を務め

る等多大の貢献をなされ、阿部氏は創立 70 周年、小野寺氏は創立 75 周年の記念式典におい

て草刈功労賞を受賞されました。衷心よりご冥福をお祈り申し上げます。

　さて、本会の経費は母校入学時に納入頂く入会費と、卒業後 10 年毎に正会員各位に納入

頂く会費（過去 10 年分の年会費）によって賄われております。本年は 2013 年度（平成 26

年 3 月）までに正会員となられた方全員に、会費 1万円を納入して頂く年になっております。

対象の方に振込用紙を同封致しますので、納入方よろしくお願い致します。

　終わりに、皆様の一層のご健勝を祈念して挨拶と致します。

ご　　　挨　　　拶

会長　久保田賢二（昭和 42 年電気卒）　
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　平成30年度第２回理事会（平成30年８月25日）で「80周年に向けて
準備を始めてはどうか」との提言があり、第３回理事会（平成31年１月
26日）で協議し、「令和３年６月の総会（開催予定地盛岡）当日、75周
年事業に倣って記念式典等を開催、実行委員は理事会メンバー全員」と
することが了承された。
　その後令和２年１月からの新型コロナウィルス感染拡大により多人数
の集会が困難となり同年６月の仙台での総会は中止、令和３年度の総会
候補地が仙台となった。仙台支部の了承の下に第１回実行委員会（令和
２年３月13日）において、「令和３年６月に仙台で総会に引き続き記念
式典・祝賀会を行う」ことに決定した。しかしながらその後もコロナ禍
のために記念式典等の実施はできず、ようやく令和５年（2023年）６月
17日の開催に至った。
　当日は仙台ガーデンパレス４階「羽衣の間」において午後１時30分よ
り総会、引き続いて式典を行い本科会の発展に功績のあった方々を表彰
（草刈功労賞の贈呈）、次いで記念講演会、その後会場を2階「鳳凰の
間」に移して記念撮影、祝賀会（祝宴）を開催することにした。
　また、理事会構成員全員を実行委員とし、理工学部長、一祐会会長、
学科のコース長の先生、本会顧問をご招待することとし、草刈功労賞選
考委員長は立花龍一副会長に依頼した。

創立 80周年記念事業の経緯

岩手大学電気電子情報科会岩手大学電気電子情報科会
創立80周年記念事業の概要創立80周年記念事業の概要

１．記念式典（功労者の表彰：草刈功労賞の贈呈）
２．記念祝賀会（祝宴）
３．「きたかみ」（70 号）80 周年記念特集号の発行
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　電気電子情報科会におかれましては創立 80
周年を迎えられましたことに、心よりお祝いを
申し上げます。昭和 14 年 7 月にスタートした
盛岡高等工業学校（高工）には、本科としてま
ず機械科、工作機械科、電気科、採鉱科、冶金
科が置かれました。以来、電気科は電子、情報
という分野にも守備範囲を広げながら大きく発
展してきました。戦時下ゆえ、高工としての最
初の卒業式は昭和 16 年 12 月だったということ
ですから、第一期生の実質的な修業期間は 2年
足らずだったようです。翌 17 年に同窓会が設
立されて以来、80 年の年月が経過したことにな
ります。ちなみに私は昭和 34 年に開設された
応用化学科（現、化学・生命理工学科）に務め
ておりますから、ちょうど 20 年後輩というこ
とになります。この差だけは永遠に埋めようが
ありません。
　さて、高工はその後盛岡工業専門学校時代を
経て、昭和 24 年に新制大学の工学部として再
出発することになりますが、その構成は 4学科
（機械工学科・電気工学科・鉱山工学科・金属
工学科）定員 120 名でした。昭和 41 年に電子
工学科、昭和 50 年に情報工学科が設置されな
ど 10 学科にまで増えた工学部は最大で 490 名
まで定員を増やしました。その後は大括り化が
進み、平成 28 年の改組では、理工学部３学科
体制（定員 440 名）となって今日に至っていま
す。なお令和 7年には次の改組が控えています
が、学科は 1学科に括られる予定です。
　次の改組の目玉は、情報系教育研究の強化

と半導体人材育成強化にあり、いずれも電気電
子情報科会の守備範囲とするところです。現在、
電気電子通信コースと知能・情報メディアコー
スを傘下とする電気電子情報科会は、改組後に
電気電子・情報通信コース、知能情報コース、
クリエイティブ情報コースの 3コースを抱える
ことになる見込みです。卒業生の数も増加が見
込まれますので、電気電子情報科会は益々発展
が期待されます。
　戦後の昭和時代を象徴する工業製品が自動車
であるとすると、令和を象徴する工業製品はス
マートフォンに代表される情報通信機器といえ
るかもしれません。いま世の中では生成系AI
が話題になっていますが、言語や画像の認識、
翻訳、創造的出力など、私たちのライフスタイ
ルを一変させる可能性を秘めたものが次々と登
場しています。情報分野におけるイノベーショ
ンはそのまま産業革命につながるインパクトを
持っています。もちろん、これらを支える半導
体が「産業のコメ」としてますます重要になる
ことも間違いありません。さらに、地球環境の
危機感から、一見成熟したかにみえるエネル
ギー関連分野でも、革新的なイノベーションが
求められています。電気というエネルギー形態
の果たすべき役割はますます重要になるに違い
ありません。
　このように電気科の守備範囲は、21 世紀を大
きく左右する最重要ポジションといっても過言
ではないでしょう。会員の皆様のますますのご
活躍を祈念申し上げる次第です。

創立 80 周年によせて

理工学部長

　 八　代　　　仁



－4－

　電気電子情報科会創立 80 周年記念を迎えま
したこと、会員の皆様にはお慶び申し上げます。
ここ数年間のコロナ過で記念式典が延びました
が、無事に開催される運びとなり安堵しており
ます。記念式典の日は、高木電気コース長は海
外逃亡のため出席できないことになりましたの
で、私が電気コース長代理として参加させてい
ただきました。
　当日の記念式典では永田先生が祝辞を述べら
れ、祝賀会で私が一言お話しさせていただきま
したが、記念式典のときに引き続き科会の活動
に参加する人や会費収入の減少が話題になって
いたので、私の話では冒頭でこの話をさせてい
ただきました。
　あくまで私の私見（偏見）ですが、古い卒業生
からの協力を求めるよりも、新入会員に訴えか
けるのがよいように思っています。在学中、学
生は電気電子情報科会の存在をほとんどが知り
ません。これはコロナ前も同じでしたが、以前
は、卒業・終了年次の 2月になると新入会員歓
迎会が行われており、ここで初めて科会の存在
を知ることになりました。ただし、これも何も
言わずに放っておくと、得体が知れないせいか、
行こうとはしません。そこで、「とりあえず行
けば寿司が食える。ビールもある。だから行け。」
と言うと、それならと出かけていきます。その
後歓迎会が終わると、余った寿司等を研究室に
持って帰り、「先生の言うことはようやくわか
りました」と私に話しつつ、飲み食いを続けて
いました。すなわち、対学生には、エサをもっ
てして訴求することが有効な策である、という
経験則が成り立ちます。今後も卒業・終了年次
での新入会員歓迎会は、豪勢に行っていただけ
ればと思います。
　コロナ過では大学内でも様々な場面で多くの
制約が多くありました。令和元年度の私がコー

創立 80 周年によせて

電気電子通信コース長代理

　 向　川　政　治

ス長だった年には、12 月頃までは遠方の武漢
での出来事であったので、対岸の火事と高をく
くっておりましたが、見る見るうちに日本まで
伝搬してきて、私のコース長としての最後の仕
事がコロナ対策であったことはやるせないもの
がありました。しかし、今年度からいろいろな
行事が再開され始めました。電気コースで再開
されたことの 1つは、関東方面の 2泊 3 日の工
場見学旅行です。コロナ過でも県内の工場見学
は細々と実施できておりましたが、関東方面の
会社も大学もやれる状況ではないとの判断でし
た。今年は 3年担任の佐藤先生と 2年担任の村
田先生の引率で 9月に実施できました。今後も
これは続いていきますので、電気電子情報科会
の皆様にはご協力をお願い申し上げます。また、
もし可能でしたら、（科会の宣伝をしつつ）お弁
当の一つも出していただけるととても助かりま
す。
　もう一つは、電気コースで恒例であったソフ
トボール大会があります。以前は 5 月に行わ
れておりましたが、5類移行が 5月でしたので、
少し遅らせることとしましたが、6月は雨が降
る、7 月は期末試験がある、8 月は暑くて熱闘
甲子園化するのでこれは避けたい、10 月は後
期の講義が始まる、ということで 9月が選ばれ、
9月 28 日（木）の 13：00 から岩手大学中央グラ
ンドで開催することになりました。高木・高橋
研が幹事研究室となって試合のルールも厳密に
決め、各研究室では自主トレを行っておりまし
たが、普段の行いがよくなかったせいか、当日
は雨が降り中止となりました。これは次年度へ
の宿題です。
　今後も教職員一同、いっそうよい大学になる
よう努力していく所存です。今後とも、電気コー
スおよび情報コースの教育・研究活動等に、ご
理解とご協力をお願い申し上げます。
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　科会創立 80 周年おめでとうございます。6月
17 日に仙台で開催の 80 周年記念式典･祝賀会に
出席させていただきました。会場となったホテ
ルは仙台駅の東口にありましたが、周辺はしば
らく見ぬ間に全く新しい街に変貌しており、世
間と自身を経過した年月に思い至り、いささか
悄然とした次第です。それはともかく、式典は
盛大に執り行われ、楽しく過ごさせていただき
ました。
　大学では、ここ数年のコロナの猛威により、
講義遠隔化の他、種々の行事中止・簡素化など、
対策に振り回されてきましたが、本年度はその
影響も下火となり、ようやく本来の活動ができ
るようになってきました。コロナパンデミック
がこのまま過去のものになることを願うばかり
です。猛威といえば、本年あたりから始まった
生成AI の爆発的な広がりからも伺われるよう
に、人工知能を中心とする情報技術が世の中を
大きく変えつつあります。また、小学校からの
プログラミング教育必修化にも表れているとお
り、情報を扱える人材の強化が急務になってい
ます。本学でも情報分野の重点化に合わせた次

創立 80 周年によせて

知能・メディア情報コース長

　 永　田　仁　史

なる改組が検討されており、その結果によって
は、深刻化する少子化の中での本学の行方も大
きく変化する可能性があります。情報技術に起
因する大きな変革期と呼べるこの時期、これま
での時代を乗り切って多くの経験と見識を備え
た先輩諸子のご意見も伺ってお力添えをいただ
けたらと思います。
　さて、今年は、6月の 80 周年記念式典に続き、
10 月の科会東京支部大会にも参加させていただ
きました。東京支部大会は 5年前にも参加しま
したが、そのときときと変わらず、皆さん活発
で楽しい会でした。科会の行事では祝宴のトリ
を飾って伝統歌の演奏・合唱があります。この
歌は、科会の伝統を象徴するものといえ、また、
本学を離れた卒業生に拠り所を知らせる燈火の
ようでもあります。このような伝統を守って科
会の歴史が刻まれてきましたのも ､皆様方をは
じめとする先輩諸氏のご尽力の賜と拝察いたし
ます ｡科会の皆様におかれましては、ご健勝と、
貴会のますますのご発展を心よりお祈り申し上
げます ｡
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想　い　出
柏　葉　安兵衛（昭和 38 年電気卒）

　昨年 6 月 17 日に仙台で
開催された「岩手大学電気
電子情報科会創立 80 周年
記念式典」で、「草刈功労
特別賞」をいただきました。
身に余る光栄であり、皆様
にお礼申し上げます。

　「草刈功労賞」は、学生対象の「草刈賞」と
異なり、電気電子情報科会の創設、維持、発展
に寄与した会員に感謝の意を表すために、科会
創立 70 周年を機に創設された賞です。これは、
創立 70 周年ともなると、設立に関わった方々
は勿論、その後の維持、発展に努めた先輩方も
高齢になり、この機会を逃すと感謝の気持ちを
お伝えする機会を失うとの思いから、「創立 70
周年記念事業実行委員会」の中に、太田原功先
生（昭和 30 年電気卒）を委員長とする「選考
委員会」を立ち上げ、そこで選考基準を定めて
選考を行い、東京で行われた創立 70 周年記念
式典で贈呈することが出来ました。以後 5年毎
に行うこととしています。
　私が電気科会（当時の名称）に関わったのは
昭和 43 年に電子工学科に着任してからで、7月
に草刈先生がお亡くなりになって工学部葬後の
様々な追悼事業のお手伝いをしたことを思い出
します。また昭和 45 年頃、しばらく途絶えて
いた会誌「きたかみ」の発刊再開について、一
戸英敏先生（昭和 17 年電気卒）のお手伝いを
したことも思い出します。会誌のほか、名簿そ
の他の出版物の発行、発送などに関わる仕事は
大変な量で、私はいつも久保田先生（昭和 42
年電気卒、現会長）を非常に煩わしていました。
　そうこうしているうちに、情報工学科の卒業
生が出るようになると、電気科会として一緒に
活動していくには、「電気科会」の名称を変え

なければいけないのではないかとの声が出て、
太田原先生を中心にして検討した結果、名称を
現在のものに変更しました。一方、会員の数が
増えると事務量が増えて、これを学科内の卒業
生が消化するには非常に困難になっていました。
このため、外部のベテラン卒業生に事務局に加
わっていただき、中心となって事務を手伝って
もらう体制ができました。最初は歳弘健氏（昭
和 33 年電気卒）、2代目は現在の柳橋好子さん
（昭和 45 年電子卒）です。これで学科内卒業生
の負担が大幅に減りました。これも太田原先生
の主導によるものです。
　私はいろいろなことに関わってきましたが、
科会のために何かをして貢献したという感じが
全くしません。この度の受賞は、その意味で身
に余る賞でした。
　少子化問題は確実に大学にも影響し、学部を
超えて或は他大学を巻き込んだ改組、改変が起
こると思われます。そして、同窓会にも大きな
影響を及ぼすことでしょう。学科の増設や学生
定員の臨時増募時代を経験してきた身にとって
は真逆の問題であり、非常に困難なことだと感
じます。
　これからの様々な困難に打ち勝って、電気電
子情報科会が継続、発展していくことを心から
祈っています。
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科会活動とのかかわり
齊　藤　　　健（昭和 38 年電気卒）

　昭和 38 年に電電公社へ
入り、約 10 年間は旭川か
ら広島の五都市でそれぞれ
2年間ほどの生活をしてい
ました。この間、仕事のこ
とや家庭を持つことなどで
余裕を持てずまた、近くに

同窓の方がおられるかなどの情報もなく全く科
会活動にかかわる機会に恵まれませんでした。
　その後東京本社勤務となり、仕事のうえでの
時間的余裕もでき科会の会合・支部活動の手伝
いなどができるようになり、同窓会の楽しさ・
有益性などを実感しました。その後また地方勤
務の時期などがあり同窓会活動への制約を受け
ましたが、平成 2年春から仙台で生活すること
となり科会の会合へ参加する機会が多くなりま
した。当時の仙台支部には科会創始者のお一人
の阿部大先輩はじめ多くの先輩諸兄がおられ会
合では多くの事を学ぶことができました。そし
てこのような同窓会活動を次の世代にも確実に

伝えていかなければと思うようになりました。
　このような私の経験に鑑みますと、同窓会活
動の活性化は社会的な経験が豊かになる 40 歳
代からの会員の関与の在り方が大きなウエイト
を占めているように思われます。
　ネットワークのデジタル化で情報伝達の手段
は多様化されましたが、個人情報の扱いに一層
の配慮が必要な時代になり反って科会情報の伝
達に支障をきたしている面が多くなってきてま
す。このような事態を改善できるのは昔ながら
の“口コミ”による方法がベターだと考えます。
そして彼らがその中核を担っていってくれれば
と願うのです。
　大学の評価尺度に同窓会活動が 1項目として
取り上げられているようですが、私にとっては
そのような評価のあるなしにかかわらず同窓会
は重要なイベントです。
　今後も積極的に関わっていければと願ってい
ます。
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私の学生時代のささやかな行動と草刈功労賞授賞
柴　田　隆　昭（昭和 37 年電気卒）

　私は戦争遺児で残念なが
ら兄弟がいない。そうい
う事情からか友人を求め
る傾向が強いのかも知れな
い。と同時に「この子供は
世話好きだなぁ」と言われ
て育って来た過去がある。

高校時代はそのナリ(身長)と押しと声のデカさ
で応援委員会の副委員長を拝命していた。岩大
に入学したての頃、自治会室なるものを覗いた
ら一年先輩の大井委員長から役員に祀り上げら
れ名古屋大学で開かれた「全国理工系学生自治
会連合」主催のゼミナールに金属工学科の Sさ
ん共々に岩手大学の代表として行くこととなっ
た。その時のテーマが《科学技術者の社会的責
任≫という重たいテーマであった。会合の中で
そんな重大な中身を話し合うなどとは微塵にも
考えずにいたので、田舎の地方学生にとっては
とても新鮮で魅力的なテーマであった。そして
この事がその後の研究開発者としての頭に降り
かかってきたことは間違いない。
　1960 年 6 月 15 日、樺 美智子さんがお亡く
なりになった。私はこのニュースを同袍寮のＴ

Ｖ室で拝見し、身体が硬直し次にはワナワナと
振るえたことを昨日の事のように良く覚えてい
る。この頃、同袍寮では中村一夫寮長(故人)や
機械工学科のＴ君らで、政治談議が盛んであっ
た。副寮長の小生も加わるべきであったがこの
方面に不得手な小生はその議論に加わらなかっ
た。いわゆる「60 年安保反対運動」では精々岩
手公園までデモ行進する程度であり、勿論ゲバ
棒は振るったことは無い。
　昭和 37 年 3 月、我々電気 10 回生は 43 名が
卒業することとなったが、就職担当の大内先生
は「柴田君は学生運動をやったからなぁ」と
仰った。従って自分での就職活動で一般企業へ
の就職は無理だと思いこんでいたので、原子燃
料公社なる政府関係機関を紹介して頂き受験し
就職することが出来た。某建設会社に決まった
Ｂ君がわざわざ「俺は最後にＮ建設に決まった
が、柴田お前さんは 42 番目に決まったそうだ
な！」と教えてくれた。以上、学生時代の振舞
いを二三述べ、私のような問題児(学生)であっ
てもその後の行動次第に依っては【草刈功労賞
(振興)】を授賞できることを言いたかっただけ
である。
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創立 80 周年記念事業準備の現場から
仙台支部長　田　中　利　光（昭和 53 年電気卒）

　やっとこの日を迎えることができました。
　岩手大学電気電子情報科会が令和 4 年(2022
年)1 月 1 日に創立 80 周年を迎えることを記念
し、当初は令和 3年(2021年)6 月に記念式典を
開催することとしていました。準備のための実
行委員会において開催場所を仙台でということ
にしたものの、新型コロナウィルス（以下、新
型コロナ）感染拡大防止の観点から 2度の延期
を強いられ、その間開催できるのかできないの
かで準備側のモチベーションは上がったり下
がったりでした。令和 5年(2023 年)に入ってか
らも、今度こそ開催できるのかとやきもきして
いましたが、5月に新型コロナが 5類感染症と
なったこともあり、ようやく令和 5年 6月 27 日
に開催の運びとなりました。
　実行委員会では、創立 80 周年の日から 1 年
半も経っての記念式典に創立 80 周年と銘打っ
ても良いのだろうかとの意見もありましたが、
2020 年に開催予定の東京オリンピックも 1年延
期となったものの東京 2020 と銘打って開催し
た例もあり、良しとしようということに収まり
ました。
　この記念事業において仙台支部は会場選定、
会場準備、祝賀会運営を担いました。できるだ
け多くの会員に参加してもらいたいとの思いか
ら、会場を東京や盛岡などからも日帰り可能な
JR仙台駅に近い仙台ガーデンパレスとし、祝賀
会終了時間をその後の帰宅が容易なよう 19 時
としました。また、都合により仙台まで来るこ
とができない会員のために、東京支部の協力に

よるライブ配信も行うこととしました。
　当日のプログラムは、①仙台支部総会、②総
会、③記念式典、④記念講演、⑤記念写真撮影、
⑥祝賀会です。
　開催日当日の 11 時、準備運営スタッフが仙
台ガーデンパレスロビーに集合。いよいよです。
会長訓示の後、それぞれの持ち場に分かれて開
催準備を行いました。いろいろなハプニングも
余興のうち。祝賀会まで無事終わり、後始末の
後スタッフも解散となりました。
　本部、東京支部、仙台支部のスタッフの方々
大変お疲れ様でした。また、お忙しい中、式典
にご出席くださった方々まことにありがとうご
ざいました。出席者が多ければ多いほどスタッ
フのモチベーションは上がります。今後とも、
科会のこのようなイベントへのご協力を引き続
きお願いします。

【準備運営スタッフ集合】

【創立80周年記念式典会場】 【総会・式典会場】
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　私は第一回生の卒業した
1941 年の生まれで科会の年
齢とほぼ同年齢です。
　創立 80 周年記念総会で
なにか話せということでし
た。80 年間平平凡々と過ご
してきた身として特段改め
て話せることも無いのです
が、大学を出てから電気通

信関係の分野で二つの企業に籍を置き、アナロ
グからデジタル技術への大きな変化を経験しま
した。そのような経験のなかで比較的よく印象
に残っていることなどを紹介し勤めを果たそう
というわけで表題のタイトルとしました。
　当時の電気科は 3コースで強電 2コース、弱
電 1コースでした。私は中学生の頃から興味を
持っていた無線に惹かれ弱電のCコースを選択
しました。
　実家は盛岡から約 60KM南の金ヶ崎町です。
通学が可能でしたが時間のロスや体の負担を考
え同袍寮へ入寮しました。同袍寮は工学部構内
にあり 1室 6 人が寝食を共に過ごす場でありま
した。
　4年間の同袍寮での経験は大変貴重なもので
した。同室の 6人は工学部・農学部・学芸学部
で、1年から 4年次生まで年齢構成も多彩でし
た。物の見方・考え方の多様性を勉強するのに
は恵まれた場所と時間を過ごすことができ、教
室での工学の勉強と同時に社会生活の基礎と知
恵を学ぶ社会学・人間学の勉強と実践の場とな
り大学生活での大きな収穫であったと考えてい
ます。
　就職はご担当の藤田先生から「君は半行政的
なことが向いているようだから電電公社はどう
か」というアドバイスを受けました。聞きなれ
ない“公社”という組織はどんなところも分か
らなく不安もありました。しかし経験豊かな先
生からのアドバイスであり、電電公社に入社し
ました。当時の電話事情は電話開通申し込みか
ら開通までかなりな日数と多額の費用が必要で、
この状態の早急な改善が望まれていました。そ
の為 1952 年電電公社（以下NTT）が設立され、
電気通信省の業務が移管されました。岩手大学
に採用の話があったのは、NTTは発足と同時
に数次にわたる電信電話拡充 5カ年計画を策定

し、改善に取り組み第3次計画以降さらにスピー
ドアップするため技術者の大幅な増強が必要な
時期に来ていたという背景があったようです。
　当時NTTの技術グループは大きく分けて 6
グループに分かれていました。私は無線分野を
選択しました。マイクロウエーブが長距離市外
回線で重要な役割を果たしさらに全国のTV放
送ネットワークの主体をなしていて、その後の
展開がどうなるのか期待感が大きなものでした。
またこの年の秋、米国ケネディ大統領の暗殺
シーンが日米初の宇宙通信衛星実験通信により
銀座の街頭に設置されたTVに映しだされまし
た。勤労感謝の日で友人と銀座へ遊びに行って
いた私はその光景に驚いたと同時に無線を専門
分野に選んだことに満足感を覚えました。
　入社からおおむね 10 年ほどの間は旭川から
広島までの複数の現場事業所、管理機関などで
多くの経験をしました。私はこの時期を転転公
社時代と言っています。各地での在任期間は概
ね 2年間の短い時間でした。仕事の内容も転勤
ごとに大幅に変わり、各地の気候風土・習慣も
違い大変良い勉強ができたものと思ってます。
また多くの素晴らしい友人に恵まれました。こ
れらの事は後年仕事をしていくうえでの大きな
財産となりました。
　1974 年に本社へ転勤になりました。この頃は
NTTの数次にわたる 5 カ年計画の進捗もあり
電気通信事情は大きく改善され量の拡大から質
の向上に取り組む時期となっていました。本社
での当面の仕事は、新技術導入・サービスの提
供に伴う設備の運用・保守体制の構築などでし
た。また自動車電話サービス開始に向けての準
備も本格的に始めらた時期でした。
　やがて郵政省電波管理局対応の窓口部門を担
当することになりましたが、行政サイドからの
ものの見方・考え方を知るうえで貴重な体験を
しました。また社内外に多くの友人を得る機会
ともなり彼らから多くの事を学ぶことができま
した。
　やがて電話局で 2年間ほど電報・電話サービ
スの最前線で直接お客様と地域の皆さんとの接
する機会に恵まれました。商工会議所やロータ
リークラブのメンバーとなることもできNTT
以外の文化を知ることができまさに貴重な体験
でした。

私の80年  ＡからＤ、甲から乙

齊　藤　　　健（昭和 38 年電気卒）

創立80周年特別講演
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　NTTは多様な新サービスの展開・設備の高
度化を目指すために 1975 年に研究 3 重点項目
として 1. 超 LSI, 2. 光ファイバー、3. デジタル信
号処理のテーマを明確にし将来のネットワーク
のデジタル化に向けて進みだしました。
　これらの研究成果をもとにしてNTTは 1981
年に通信距離・時間にかかわらず、情報量によっ
て課金するという新しいデジタルネットワーク
（Integrated Network Service INS）構想を打ち
出しました。
　この構想は光ファイバー方式の完成と 1981
年に NTTのトップが民間出身の総裁に変わる
ことによって急ピッチで具体化することになり
ました。当時私は無線課長をしていたのですが、
無線における長距離伝送用デジタル方式の導入
を断念せざるを得ないことなどもあり忸怩たる
ものがありました。しかし冷静に判断すれば当
然の成り行きだったと言えます。
　その後、国の行政改革の方針によりNTTは
民営化され、組織も大きく変わり私は新設の高
度通信事業部で移動体電話部長を務めることに
なりました。当時、移動体電話は自動車電話・
船舶電話がメインですがすべてアナログ方式で
現在のデジタル方式の携帯電話とは大きく異な
り料金も高額で専らビジネスユースでした。し
かし各地からのサービス開始要望は多く、自動
車電話部隊の活気にあふれた職場は楽しいもの
でした。
　NTTの民営化と同時に電気通信分野での競
争が始まり新生日本電信電話株式会社もその競
争に伍していくために大幅な体制見直し・スリ
ム化を早急に進めることとなりました。
　私は暫くは自動車電話関連の仕事で頑張れる
ものと思っていましたが、突然青森支社長を命
ぜられ数年ぶりでNTTサービス全般にかかわ
ることとなりました。当然地域社会との対応が
大きなテーマとなるのですが数年前に経験した
電話局時代と大きく異なるのは、競争体制構築
のための組織のスリム化という難題がありまし
た。規模が小さいといえ電話局が無くなるとい
うことは地域にとっては大きな問題になります。
幸い予定していた電話局の廃止も比較的スムー
スに進めることができまた社員の移動なども関
係者の理解・協力を得て無事終わらせることが
出来ホットしたことでした。
　この時期の諸々は忘れることができないこと
が多いのですが、なかでも当時の国の施策に関
係したコンピューター技術者の育成施設の立ち
上げは特筆できるものでした。その施設、青森
コンピュータカレッヂは毎年優秀な卒業生を出
していると聞いてお世話になった青森の皆さん
へのお礼替わりになれば思っています。
　青森の新体制への移行などが終わり次はど

んな仕事が出来るか楽しみにしていましたら、
NTTをやめて他の会社へ就職しないかという
話が飛び込んで来ました。そのような機会があ
れば積極的に対応しようと数年前から考えてい
ましたので、27 年間過ごした NTTを退職し、
仙台に本社を置く大和電設工業㈱（KDD）へ就
職しました（1990 年）。
　DDKは電気通信設備・電気設備の設備工事
とソフトウエア開発を手掛けていて、NTTの
設備工事がメインでした。私もNTT時代は工
事の発注者（甲）の立場でしたが今度は受注者
（乙）の立場で動くことになったのでした。
　民営化され競争市場に置かれたNTTは各方
面でのコストダウンが喫緊の課題でした。また
急速にネットワークを光回線の拡大、交換設備
のデジタル化、自動車電話拡大等等で高度化し
ていく時期でした。
　当時のDDKは通信ネットワークの中で、電
話回線の電話局外設備と利用者宅内の設備を扱
うことしかできなかったため、デジタル化へ
の対応は問題がありましたので、新時代に対応
できる施工力を高める技術取得体制の整備と工
事品質を一段と高める取り組みが急がれました。
施工力を高めるため、同業者との提携を進め、
品質向上対策としては国際的品質マネージメン
トシステム ISOの認証取得を進め、施工範囲の
拡大も進み、ISO は電気通信工事業界内では他
社に先駆け 1998 年全社一斉に ISO2002 を取得
にこぎつけました。
　NTTからの発注量が減少していく中でコス
トダウン要請に応えていくのはなかなか難しく、
組織の大幅な見直し、協力会社の再編 , 同業他
社との提携などなど種々の試みを展開しました。
そのような中でソフトウエア開発の分野で病院
給食管理システム（ニュートリメイト）が大学
付属病院や大病院での納入実績が大幅に向上し、
自社ブランドを確立できたのは大きな励みにな
りました。
　NTTを離れてからのNWのデジタル化はイ
ンターネットサービスが導入され、デジタル化
された移動体通信の普及によって急速に進みま
した。この変化によって転職した当時の同業社
の多くが姿を消しましたが、DDKは現在も業
界の中堅として活動している姿を見ると当時の
苦労は無駄ではなかったと思えます。DDKに
は 26 年間在籍しました。
　このように曲がりなりにも 80 年を過ごせた
のは先輩諸氏の導き、良き仲間に恵まれたこと
は勿論ですが、私は変化を喜び楽しむことを心
がけ、チャレンジ精神を失うことなく事に当た
ろうとして進んできたのが幸いしたのではと考
えています。これからもこの 2つをベースに科
会の発展に関わっていければと考えています。

－創立80周年特別講演－
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杉田慶一郎先生を偲んで

杉田慶一郎 先生

杉田慶一郎先生追悼

1928年 1 月　　宮城県にてご誕生
1952年　　　　東北大学工学部電気工学科卒業
1952年　　　　東北大学大学院特別研究奨学生
1955年　　　　東北大学工学部　助手
1961年　　　　東北大学工学部　助教授
1962年　　　　工学博士(東北大学)
1965年　　　　西ドイツユーリッヒプラズマ研究所客員研究員
1974年　　　　岩手大学工学部　教授
1993年　　　　岩手大学定年退職、名誉教授
1993年　　　　八戸工業大学　教授
2000年　　　　八戸市内病院付属介護施設　施設長
2023年 2 月　　逝去（95歳）

ご　略　歴
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　岩手大学名誉教授杉田慶一郎先生は、令和 5
年2月16日にご逝去されました。満95歳でした。
謹んで哀悼の意を表します。
　杉田先生は、昭和 3 年 1 月 15 日に宮城県で
お生まれになり、昭和 27 年 3 月東北大学工学
部電気工学科をご卒業後、昭和 30 年 4 月母校
に助手として奉職されました。その後、昭和 36
年 3 月東北大学工学部の助教授に昇任し、昭和
49 年 4 月に岩手大学工学部の教授として赴任さ
れました。平成 5年 3 月に停年退職するまで数
多くの研究論文を発表し、卓越した見識と熱意
をもって教育にあたり、多くの学生を社会に送
り出されました。
　先生のご専門は、液体絶縁物の高電界電気伝
導現象、気体放電工学およびプラズマ工学でし
た。岩手大学に赴任の年から高温プラズマ装置
の製作に取り掛かりました。それは、西ドイツ
のユーリッヒプラズマ研究所に 2年間の留学で
得た研究成果に基づくものでした。装置製作に
は、真空技術、電子回路工学、高電圧工学、プ
ラズマ物理学と多岐にわたる経験と知識が必要
でした。先生は電子回路・電気回路にも詳しい
方でした。コンデンサーバンクの放電だけでは
プラズマの発生に再現性がないため、気体の予
備電離が必要になりました。研究室ではそのた
めの高周波放電回路をあれやこれやと検討しま
した。研究室スタッフの意見がおおかた出揃っ
た頃、先生は黒板の前に出て、高周波発振回路
をサラサラと板書しました。その回路図にはす
べての素子に数値が入っており、後日完成した
発振回路のほとんどすべての素子の値は 2桁以
内で一致しておりました。こうして先生から教
えられた回路技術は少なくとも筆者には実践回
路として大いに役に立ちました。 
　先生の言葉はいろいろな場面で思い出します。

例えば、電気回路の製作では、一点アース、列
車方式など、また高電圧の取り扱いでは、フー
ルプルーフ、これは、fool-proof と書き、water-
proof（防水）、fi re-proof（防火）と同じ proof 
の使い方です。乱暴な言い方をすれば「馬鹿防
止」（先生がそのようにおっしゃいました）です。
例えば、高電圧機器のそばで作業をしている人
がいる場合に誰かが誤って高電圧電源のスイッ
チを入れたとしても、その瞬間直ちに高電圧が
印加されることはない、そのような安全装置を
備える、それが fool-proof の考え方でした。ま
た予期せぬ結果が出て、それがたまたまと思え
るようなときでも必ず原因があるはずだとおっ
しゃり、「必然は偶然の姿で現れる」と言われ
たことを今でも思い出します。先生の言葉とし
て、3W を付け加えます。これは元々外国の戦
国時代の言葉だそうです。当時の男たちは 戦
いにかけたということで、一つ目のW は「戦」
のWar。二つ目の Wは、Woman で「ご婦人」
はとても大事、三つ目のWはWine 「ワイン」、
これも大事。しかし、現代はWar は、Work「仕
事」に替えなけ
ればならないし、
Woman はWife 
「妻」でなけれ
ばならない、最
後のW 、「ワイ
ン」だけはこの
ままでよい、と
お話しました。
先生は 2年間西
ドイツに留学さ
れたこともあり、
大のワイン好
き・ワイン通で

岩手大学名誉教授・元電気電子工学科教授

杉田慶一郎先生を偲んで

藤　原　民　也　　

杉田先生

杉田慶一郎先生追悼
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した。それもドイツの白ワインでした。「ライ
ン川流域には美味しいワインが多く、右岸と左
岸でそれぞれに特徴がある」と研究室のコンパ
で話されたことも思い出深いところです。
　岩手大学を退職後は、八戸工業大学工学部エ
ネルギー工学科に赴任し、7年間教授として勤
務されました。御地では、高電圧工学などの講

義を担当し、擬火花放電などで卒業研究を指導
する傍ら、総合教育センター長を務めるなど相
変わらずお忙しい毎日を過されたようです。
　コロナ禍の折、ご葬儀はご家族で執り行われ
ました。先生のご功績に改めて敬意を表ととも
に、生前のご指導に深く感謝しつつ、謹んでご
冥福をお祈り申し上げます。

　本年 2月の杉田慶一郎先生ご逝去の報は、藤
原先生からの連絡で知りました。杉田先生は、
私が大学 2 年生になる 1974 年 4 月に、それま
で涌井先生が教授をされ電動機関連の研究室
だった電気基礎学講座の教授として東北大学か
ら赴任されました。同時に電動機関連研究の一
部も引き継ぎながら、核融合プラズマと放電の
基礎研究をする研究室になりました。先生の講
義を受けたのは、恐らく 3年生の時だと思いま
すが、佐藤淳先生の電磁気工学と杉田先生の高
電圧工学が一番記憶にあり、杉田先生の講義で
は、高電圧充電部付近に手を近づける場合、手
のひらを上に向けて近寄れと言われ、今も車の
ドアを開けるときは指で無く、手の表側で触れ
る様にしています。また一点接地の話は、研究
室配属後に、高電圧コンデンサ放電による設備
保護、計測装置の誘導障害防止で、“あっダメ
だね”を口癖に、必ず一点接地にしなければな
らない事を実物で教わりました。私は日立製作
所関連企業に就職後、40 才頃から風力発電設備
建設、O＆M業務をしてきました。日本海側
の冬季雷（正極性）はすさまじく、夏季雷（負
極性）の数百倍に達する電荷量を計測し、しか
も一冬期間に 100 回以上の激雷に曝され、風車
内部、周辺の配電盤等が焼損する事故を経験し

杉田先生を偲んで

鈴　木　和　夫（昭和 52 年電気卒）　

ました。この対応には、学んだ一点接地を徹底
した事により、その後 20 年以上撤去されるまで、
同様の落雷事故が無い安定稼働を実現しました。
正に生きた教育のお陰で対策が出来たと心から
の尊敬の念を抱いた経験でした。また杉田先生
は愛煙家で、講義休憩時間に一服され、ある時
は講義に集中していたため白墨を口にした事も
今では懐かしく思い出されます。先生は 1993
年に八戸工業大学に移られ、その 7年後には大
学時代の同級生が院長をする八戸市内の病院付
属介護施設（確か“福寿草”）の施設長をされ
ていました。その時にお会いした時は、三沢に
ある海上自衛隊の記念行事に元海軍兵学校卒の
ためOBとして招かれ、P3C で敵潜水艦を補足
したら具体的対応をすべしと意見されたように
お聞きしました。尚、更に約 10 年後の 2010 年
頃には、岩手県滝沢市の自宅に戻り、静かにお
過ごしになられていたと思います。先生が日本
初のデシケーター中の無電極放電に成功した事、
核融合プラズマ研究の中心の名古屋大学プラズ
マ研究所の所長招聘の話もお断りになる性格で、
研究希望学生の思想信条は問わないと言う、兎
に角、研究と教育に一身をささげた人生でし
た。杉田先生、どうぞ、やすらかにお眠り下さい。
合掌！

杉田慶一郎先生追悼
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横山隆三先生を偲んで

横山隆三 先生

1939年 9 月　　韓国釜山市（日本統治時代）にて誕生
1945年　　　　福井県に帰還
1964年　　　　東北大学工学部電気工学科卒業
1966年　　　　（同上）工学研究科修士課程修了（電気及通信専攻）
1970年　　　　米国Rochester大学理工学部博士課程修了（Ph.D. 取得）
1970年　　　　東北大学工学部助手
1972年　　　　岩手大学工学部助教授
1982年　　　　岩手大学工学部教授
　　　　　　　米国カンザス大学宇宙技術センター在外研究員（1975～1976）
　　　　　　　東北大学北東アジア研究センター客員教授（1998～2002）
　　　　　　　タイのアジア工科大学 Visiting professor（2002～2004）
2005年　　　　岩手大学定年退職、名誉教授
2005年　　　　岩手大学客員教授（2011年まで）
2011年　　　　株式会社横山空間情報研究所設立　代表取締役社長（2018年まで）
2019年　　　　株式会社タックエンジニアリング　技術顧問就任
2023年 5 月　　逝去（83歳）

ご　略　歴

横山隆三先生追悼
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弘前大学准教授

横山隆三先生の思い出

丹　波　澄　雄（昭和 58 年情報卒）　

　情報工学科は私が入学した年に最初の卒業生
が出た若い学科でした。横山先生の講義も幾つ
か受けました。講義の何処かで聞いたリモート
センシングや画像処理に興味を惹かれ、横山先
生の研究室を選び、3年後期から研究室に配属
され、4年生の先輩の研究のお手伝いをしてい
ました。先輩は三陸沿岸の航空機リモートセ
ンシングデータの統計解析を行っておりまし
た。使っていた解析ソフトは横山先生が自分
で作成されたソフトで、良い結果を得るため
にデータの組み合わせを総当たりで確かめて
おりました。このソフトは私も使わせて頂く
ことが有り、出力結果はラインプリンタ用紙
に印刷されるのですが、ページレイアウトが
しっかりしており、統計解析に必要な情報が
漏れなく印刷されていることを、懇切丁寧に
嬉しそうに説明して頂いたことがあります。
　あるとき朝一で横山先生に呼ばれて、研究
データの処理結果を明日までに出してくれと
頼まれました。色々とやることが有りました
が、何とか時間を作って作業ができるようにス
ケジューリングをしました。ところが午後に
やってきて「できたか？」と。「先生、明日ま
でって言ったでしょ！」と。こんなことは一度
では有りませんでした。全く気が短いんだか
ら、と研究室の皆が思っていました。自分も研
究室の学生に研究の指示を出しますが、結果が
早く知りたく、自分でやれば直ぐに結果が出せ
るのにと思いながら、学生が結果を持ってくる
のをまだかまだかと待っています。結局のとこ
ろ、この結果で次にどうすれば良いのかを考
えなければならないので、早く知りたい、そ
の気持は良く理解できるようになり、他に気
が短いわけではなかったんだと理解しました。

　情報工学科には紙カードで作成したプログラ
ムをバッチ処理で実行できる中型コンピュータ
HITAC M-150 が導入されており、授業や研究
では盛大に使いまくりました。横山先生の三陸
沿岸の航空機リモートセンシングの成果を元に
岩手大学にリモートセンシングデータ解析室が
情報工学科の横に設置されました。このときに
導入されたコンピュータはスーパー・ミニコン
ピュータMX3000 で OS は当時は最新のUNIX
でした。UNIX 環境は素晴らしく、複数の端末
から同時に利用できる TSS 機能があり便利な
ので、研究室の皆が虜になりました。プログラ
ムを作ったり、システム開発をしたり、デー
タ解析を行ったりと、様々に利用して多くの
結果を出してきました。あるとき横山先生と
システムの話をしていたら、アメリカに留学
していたときに使っていたコンピュータ OS
が UNIX であったことが判明しました。我々
が騒いでいるよりはるか昔に（コンピュータ
業界では 2 年 1 昔と言われています）UNIX
に馴染んでいて、我々が行っていることを知
らん顔で温かい目で見てくれていたのでした。
　インターネットは大学、研究所などの教育・
研究機関では一般社会より早くから利用できる
環境にありました。情報工学科ですから積極
的に関与しており、リモートセンシングデー
タ解析室でも早々に利用できるようになりま
した。初期の頃は低速回線だったので、遅く
て大変でした。イーサネットでコンピュータ
を繋げば世界中とデータのやり取りができると
いう概念の話を横山先生としていたとき、横
山先生がインターネットをアースネットと呼ん
でいました。単なる呼び間違えと思いました
が、概念的には地球全域を覆っているネット

横山隆三先生追悼
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ワークを意味しているのであるから、インター
ネットという単語より地球を覆っているネット
ワーク＝アースネットは実に的確な単語である
と理解できました。ちなみに、インターネッ
トの本来は LAN（ローカルエリアネットワー
ク）と LANの間を繋ぐネットワークのことを
意味しているのですが、いつの間にか繋がっ
たネットワーク全体を指すようになりました。
　あるとき研究室で片付けをしていたときに、
壊れたラジコン飛行機が出てきました。横山先
生にこれは何ですかと尋ねた所、三陸沿岸の航
空機リモートセンシング以前のリモセン活動の
お話になりました。リモセンの教科書には鳩に
小型のカメラを取り付けて撮影したとの記述が
あります。高いところからの撮影に伝書鳩を用
いるアイデアは面白いと思いましたが、横山先
生はラジコン飛行機に着目されたそうです。ラ
ジコンが趣味の職員がいらして、その方に頼ん
でラジコンを飛ばして貰い、取り付けたカメ
ラで農業試験場の画像を取得して解析を行っ
たそうです。滑走路を用意できないので、カ
タパルト（射出装置）を用いて何度も失敗し
て、当然着陸するための滑走路も無いので撮影
が終わったらパラシュートを開いて速度を落と
し、落下してくる飛行機を拾いに行くことを繰
り返した、と懐かしそうに語っておられました。
　1990 年から 5 年間に渡って実施された

MUBEX：国際共同観測実験では、人工衛星
NOAAの観測時刻に同期した地上実測データ
を得るために、青森県むつ湾の真中に小型の
ブイを設置して、気温、日射、天空温度、鉛
直水温（多深度計測）、流向・流速を 10 秒間
隔での計測を行いました。海表面からの鉛直
温度分布計測のために水深 0㎝、10 ㎝、20 ㎝、
30 ㎝、50 ㎝、100 ㎝、200 ㎝に温度計を設置
して多深度計測を行いました。この多点温度
計測のアイディアはラジコン飛行機を飛ばし
ていたときに数十個のサーミスタ温度センサ
を地上の植物に取り付けて計測を行っていた
経験に基づいているとさらっと述べられてい
ました。あの当時であれば不可能ではないけ
れど、相当に大変な作業であったと思われま
す。この話から、素晴らしい研究結果が得ら
れるためには、その前に様々な実験や経験が
あってこそなのだと強く認識させられました。
　横山先生は研究をするための生活をしていた、
言い換えると研究のために生きていた様に見
えました。いつも何か考えていて、思いついて、
我々を巻き込んで、何事かを成して、を繰り返
していました。何でも見て、何にでも好奇心を
持って、たまにポカをするけれど、それも取り
込んで進めてゆく、そんな先生でした。見てい
て飽きない、その姿から色々なことを学ばせて
頂きました。ありがとうございました。

　私は横山研究室に配属されてから先生がお
亡くなりになるまで、研究室で 12 年、その後、
先生が設立に携わった㈱ラングに入社してから
18 年と、長きにわたり大変お世話になりました。
先生が退官後も年に 1，2 度はお会いする機会

があり、思い出も多くありますが、そのいくつ
かを紹介させて頂きます。
　先生と初めてお会いしたのは大学 2 年生頃
の制御工学の講義でした。「入力、処理、出力、
フィードバック」が印象に残る講義でしたが、

㈱ラング 常務取締役

横山先生の思い出

千　葉　　　史（平成 6年情報卒）　

横山隆三先生追悼
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授業が始まると教室のドアに鍵をかけ、遅刻し
てきた学生を教室に入れないということに驚き
ました。また、別の講義では、期末テストで受
講者全員が不合格、ということもありました（再
試はありました）。大変厳しい指導をされる先
生でしたが、あとでお聞きしたところによると、
「教育は挑発」というポリシーによるものでし
た。指導を受けた側としては理不尽に感じるこ
とも多くありましたが、「挑発」が根底にあっ
たと知って改めて納得できるところもありまし
た。もう少し早く知りたかった、というのが本
音ですが、一方で「研究は暗闇の中から鍵を拾
うようなものだ」とも仰っていて、ご自身にも
厳しい方でした。
　研究室に入ってみると、先生は大変お忙し
く、指導は院生任せで、お話しする機会はさほ
ど多くなかったと思います。そんな中でも覚え
ているのは、「地球観測衛星 LANDSATは上空
約 700km から観測しているが、これは盛岡か
ら名古屋を見るということだ」という例えです。
LANDSATは地上分解能が 30m なので、上空
から盛岡駅やアイスアリーナの形を認識するこ
とができますが、先生の例えで言い換えると、
盛岡で望遠鏡を構えるとナゴヤドームの形が捉
えられる、という意味になり、観測距離の遠さ
やセンサーの高精細さをより実感することがで
きました。
　私自身が大学院に上がると、横山先生とマン

ツーマンでお話しする機会も増えました。標高
データの内挿に使うために絶対振動しないとい
う関数の挙動を調べたい、と教授室に呼ばれた
ときは、先生が変数に場合の数を入れてどんど
ん紙に書いていく隣でひたすら電卓をたたいて
答えを伝える、という作業を手伝いました。エ
クセルやプログラムを使った方が良いのではと
提案してみましたが、手計算が良いのだと叱ら
れました。最終的には、ある条件で振動するこ
とが判明して後に先生が論文を書かれたのです
が、自分の手を動かしながら計算する大切さを
学んだ良い思い出です。私は今でも、新しいア
ルゴリズムを実装したり、バグが出たときには、
手計算で確認することを心がけています。
　㈱ラングは 2023 年で 20 周年を迎えました。
ラングは先生の特許を考古学遺物の記録図化に
応用して設立した会社です。2023 年 2 月末には
業界関連のオンライン研究会で技術発表する機
会があり、その会に先生も参加してくださって
いて、会の後に「日本の考古学に新しい足跡を
残すことができて、本当に良かった」と仰って
いただきました。この時にはお元気にされてい
たように記憶していますが、お亡くなりの報を
受けたのはその僅か 2ヶ月後でした。最期にラ
ングの成長した姿をお見せすることができ、本
当に良かったと思っています。心よりご冥福を
お祈り致します。

（左）横山先生がよく使われたポンチ絵

（右）リモートセンシングデータ解析室

横山隆三先生追悼
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阿部長一相談役を偲んで

　岩手大学電気科会元会長阿部長一さんは、令
和 5年 2月 18 日に享年 99 でご逝去されました。
　阿部さんは、1924 年（大正 13 年）盛岡にお
生まれになり、1944 年 9 月には盛岡工業専門学
校電気科 4回生としてご卒業されました。阿部
さんの学生時代は太平洋戦争の真只中で、当初
の戦勝ムードがやがて人的にも激しい消耗戦に
移っていった時代でした。卒業後日本国有鉄道
（国鉄）盛岡鉄道管理局にお勤めしていました

が、1年足らずで終戦になりました。戦後、荒
廃し切った日本の復興は鉄道輸送にかかってい
ましたから、国民の期待を背負って頑張ったと
想像されます。阿部さんは、母校が大学に昇格
すると向学心に燃え、「工学部電気工学科」に
入学し、1956 年大学 4回生として卒業されまし
た。仕事をしながら、その他の時間で大学課程
の勉強をしたことに、学問への強い情熱と大変
なご努力を感じます。やがて名古屋鉄道管理局

元電気科会会長
　　阿部長一さんを偲ぶ

柏　葉　安兵衛（昭和 38 年電気卒）　

ご　略　歴
1924年　　盛岡市大工町に生まれる
1939年　　盛岡市立仁王尋常高等小学校高等科卒業
1941年　　岩手県立盛岡工業学校土木科卒業　
1944年　　盛岡工業専門学校電気科卒業
　　　　　国鉄盛岡鉄道管理局に就職
1956年　　岩手大学工学部電気工学科卒業
1967年　　岩手大学電気科会第 8代会長就任
1972年　　国鉄、名古屋鉄道管理局を退職
1978年　　現代美術家協会（第34回現展）新人賞
1984年　　東京金属文化展理事長賞（特別招待出品者）
　　　　　自治会館で第 1回個展（この後 3回個展）
　　　　　現代美術家協会会員
1987年　　現代美術家協会退会 
1989年　　阿部長一画集「色彩を追って」出版
2005年　　「旅のエチュード」出版
2012年　　岩手大学電気電子情報科会「草刈功労賞」
　　　　　受賞
2022年 2 月18日　逝去　享年99

阿部長一 相談役

阿部長一相談役追悼
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に転勤、1972 年に退職しました。それからしば
らく仙台で新幹線に携わった後盛岡に戻り、㈱
共立盛岡工場（滝沢市）にお勤めになりました。
　私が初めて阿部さんにお会いしたのは 1968
年のことで、新設まもない電子工学科で教授を
なさっていた 2年先輩の一戸英敏先生（昭和 17
年電気卒）を訪ねてこられたときでした。ハン
サムでスタイルが良く、身のこなしがキビキビ
としたハリウッドスターのような方というのが
第一印象でした。それから間もなくして、工学
部長の草刈先生がお亡くなりになるという衝撃
的な出来事がありました。工学部葬は 7 月 15
日に卒業生を含めおよそ 800 人が参列して盛岡
体育館で行われました。その頃、阿部さんは電
気科会（電気電子情報科会の前身）の会長をな
さっておりましたので、同窓生への連絡や取り
纏めで、大変ご苦労なさったことと思います。
さらにその後、「草刈遜先生追悼記念事業実行
委員会」を組織して委員長となり、事業を推進
されました。事業の一つとして翌年発刊され
た「草刈遜先生の想いで」という記念誌の序文
は阿部さんによるもので、草刈先生に対する思
いが簡潔な表現の中にも満ち溢れ、非常に感銘
を受けました。後年、阿部さんは電気科会創立
50年記念誌「炎」に、“私の会長在任中は、この
事象があまりにも大きく、他のことがらが霞ん
でしまってはっきり思いだせるものはありませ
ん”と述べておられます。阿部さんはまた、工
学部（現理工学部）の同窓会“一祐会”の理事
も長年お努めされました。
　草刈先生の追悼事業が一段落してから、一戸
先生は「岩手大学電気科会三十年記念アルバム」
の発刊を計画していました。“いま資料を纏め
ておかないと、後世に伝え残すことが出来ない”
との強い思いがあったようです。タイトルの通
り、ほとんど写真で埋められた本ですが、とこ
ろどころに詳しい解説文があり、当時の様子が
良く理解できます。しかし、先生は資料集めに
大変困っておりました。そのような時、“阿部
さんが資料をきちんと整理して保管している”
ということを知り、その資料を拝借して編集し、
アルバムが完成しました。このアルバムの発刊

は、「岩手大学工学部一祐会 30 年史」、そして
その後に続く様々な工学部関係の記念誌発刊の
草分けになったものです。阿部さんの整理され
た資料の存在が非常に大きかったと考えていま
す。
　阿部さんはまた、画家としての一面をお持ち
で、若い頃から沢山の絵を描いてこられました。
1989 年（平成元年）に出版された“阿部長一画集
「色彩を追って」”を拝見しますと、子供の頃
から絵がとても上手であったことがわかります。
この画集に収められている作品の多くは国鉄を
ご退職後に描かれたもののようで、様々な賞を
頂いたり、個展を開いたりしたのもご退職後の
ようでした。画集には盛岡の、特に“高松の池”
やその周辺を描いた作品が多く収容されており、
阿部さんがいかに盛岡に愛着をお持ちであった
かが理解できます。その中の 1枚、高松の池を
描いた油絵 “図書館の見える風景”と“画集「色
彩を追って」”、そして奥様との旅或は団体旅行
の思い出をスケッチと共に纏めた随筆集「旅の
エチュード」が一祐会に寄贈され、絵は一祐会
館の中会議室壁面を飾っています。
　いま私には、阿部さんが極楽浄土で奥様と一
緒に美しい花々に囲まれながら絵を描いている
姿が浮かんできます。ご冥福を心からお祈りい
たします。

「図書館の見える風景」

（一祐会館所蔵）

阿部長一相談役追悼
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小野寺瑞穂元副会長・理事を偲んで

小野寺瑞穂
元副会長・理事

ご　略　歴
昭和 6年　　　　盛岡市生姜町生まれ
昭和19年 4 月　　旧制盛岡中学入学
昭和25年 3 月　　盛岡第一高等学校卒業
昭和25年 4 月　　岩手大学工学部電気工学科入学
昭和29年 3 月　　岩手大学工学部電気工学科卒業
昭和32年　　　　一祐会役員
昭和34年　　　　東洋電業(株)設立
昭和60年～平成11年　　電気電子情報科会副会長
平成22年～平成24年　　一祐会副会長
平成28年　　　　草刈功労賞受賞
令和 5年 5月 4日　逝去（享年93歳）

　小野寺瑞穂さんは私にとって高校・大学の大先輩
です。私が事務局として科会の仕事を担うようになり、
お世話になってから20 年になります。
　小野寺さんは、電気の会社の役員としての仕事の
ほかに、ナレーターや盛岡弁での朗読など、各方面
で活躍されていました。科会ホームページの「会員か
らのお便り」に寄稿してくださったNHKの創成期の
ことなどは貴重な記録として科会の宝になると思いま
す。
　だいぶ前、総会の特別講演の講師をお願いしたこ
とがあります。盛岡弁や昔話の話をしていただきまし
たが、内容が素晴らしかったのはもちろんですが、1
時間の間に一度も「あー、えー、そのー」など、無
駄な音が一切ないことに感心したことを覚えています。
　科会の事業には仕事と重ならない限り、ダンディ
で穏やかな笑顔の小野寺さんがいました。
　そんな小野寺さんから理事会出欠の返信がないの
で、電話をしましたら、奥様が脊柱管狭窄症で入院
したけれど、コロナで面会できず、可哀そうで心配
でたまらないので自宅に引き取って介護をしているん
だよと。
　その後、80周年の実行委員会メンバーが決まり、
その旨をメールしました。しばらくして小野寺さんか
ら長いメールが届きました。令和 3年 3月の事です。

　前年秋口に介護で腰が痛くなり近所の外科医院
に行ったら「顔色が悪い、すぐに大病院に行け、一
刻を争う、まず自分の命を大事にしろ」と言われた。
悪性の癌で、一週間で退院したけれど体力が回復し
ない、隔月で検査をしているがいつ再発するか転移
しないか不安の日々を過ごしている、また、奥様を
ショートスティに預けたけれど面会禁止で、認知症
が心配でたまらないなどと書かれていました。
　私は、胸が締めつけられるほど驚きました。奥様
の介護が大変だろうとあえて返信の催促をせずにい
ましたから。
　最後に、「機会を見て理事の席を抜いていただき
たい。80周年に元気でみな様にお会いできると嬉し
い」と結んでありました。
　すぐに返信しました。とにかくご自分のお体を大
事にしてほしい事、そして小野寺さんのいない科会
はありえないこと、来られるようになったら出て来て
ほしい事など。
　その後何度か電話で元気になった声を聞きました。
次の年 6月の総会に出席してくださったときは本当に
嬉しかったです。
　でも、80周年の席はご一緒できませんでした。
　小野寺さん、本当にありがとうございました。

柳　橋　好　子（昭和 45 年電子卒）

小野寺瑞穂さんの思い出

小野寺瑞穂元副会長・理事追悼



－ 23 －

思 考 の 散 歩 道

西　山　　　清　　

　会員の皆様にお
かれましては、日々
ご清栄のこととお
慶び申し上げます。
　この度、令和 5
年 3 月末をもちま
して岩手大学を定
年退職いたしまし
た。
　私の在職時の思

い出として、研究生活の一端を紹介したいと
思います。私は特に実験をすることもなく、自
分の居室（しばしば移動中の電車の中）で理論
的思考を繰り返す生活を数十年続けてきました。
この機会をお借りして、その中の三つのテーマ
に関して色々と考えて来たことを「思考の散歩
道」として紹介致します。

１）離散フーリエ変換のジレンマ
　基本周波数の整数倍の周波数をもつ複素正弦
波信号を離散フーリエ変換（DFT）すれば、ラ
インスペクトルが得られます。しかし、指数減
衰を伴う場合、ローレンツ型と呼ばれる裾野が
広いスペクトル形状となります。スペクトルの
周波数分解能を上げるために時間長（データ長）
を伸ばすと、この減衰の影響は顕著になり、隣
同士の成分のスペクトルの裾野が重なり合い大
幅に周波数分解能が低下してしまうと云うジレ
ンマに遭遇します。典型的な指数減衰複素正弦
波信号として核磁気共鳴信号が知られています。
私の博士論文「核磁気共鳴信号からの情報抽出
に関する研究」（1991 年 3 月 東京工業大学）は

このジレンマに対する挑戦でした。この研究か
ら複素信号の標本化定理を定式化し、最大周波
数の 1倍の周波数以上で標本化すれば元のアナ
ログ信号を完全に復元できることも明らかにし
ました。
　岩手大学に在職中は、単一複素正弦波信号を
中心に、さらに詳細に研究を進めました。面白
いことに、この研究成果をインドの研究者達が
電力系の基本周波数信号の抽出に応用していま
す。

２）適応アルゴリズムのあれこれ
　代表的な適応アルゴリズムとして NLMS ア
ルゴリズムとRLSアルゴリズムが知られていま
す。NLMSアルゴリズムは経験則から近似的に
導出され、RLS アルゴリズムは出力 2乗誤差を
最小にする解の再帰式として理論的に導かれて
います。それぞれの時間計算量も、タップ数N
に対して、NLMSアルゴリズムはO(N) であり、
RLSアルゴリズムはO(N2)と大きく異なります。
　この全く異なった二つのアルゴリズムは統一
した理論で扱うことができるであろうか？
　私はH∞理論の枠組みを用いれば、この問題
が解決できることに気づきました。従来のH∞
フィルタリング問題をさらにパラメータで最適
化したハイパーH∞フィルタリング問題を用い
れば、NLMS アルゴリズムと RLS アルゴリズ
はそれぞれパラメータ平面の点と線となり、そ
の中間的な特性をもつ適応アルゴリズムを連続
的にいくらでも求められることがわかりました。
すなわち、NLMS アルゴリズムも RLS アルゴ
リズムもハイパーH∞フィルタリング問題の解

退職された先生からの寄稿
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の一つとなります。この研究成果により、用途
に合わせて、様々な適応アルゴリズムをより容
易に設計できるようになりました。
　一方、RLS アルゴリズムはある条件下の
カルマンフィルタとアルゴリズム的に一致し、
O(N) の高速アルゴリズムが存在します。この
高速アルゴリズムはリカッチ方程式の計算を用
いずに、その行列解の逆行列のシフト特性を利
用してフィルタゲインを求めています。もう一
つの高速化法は、行列解の時間差分を低次元の
行列の積に分解し、低次元行列の更新式から
フィルタゲインを求める方法です。これらの高
速化法によって導出したハイパーH∞フィルタ
の高速アルゴリズムを高速H∞フィルタと呼ん
でいます。
　高速H∞フィルタは一時期、Skype のエコー
キャンセラとしてテレビやブルーレイレコー
ダーに搭載されました。現在は、シャープのロ
ボホンなどに利用して頂いています。
　　
３）深層学習（ディープラーニング）の謎
　私は卒業研究から現在まで 40 年以上にわ
たってニューラルネットワークの学習の基礎研
究を行ってきました。気づけば、今、AI 革命
の真っただ中にいます。ディープラーニング、
ChatGPT、生成AI の花盛りです。この分野に
長く関わりながら、このイノベーションに貢献
できなかったことを残念に思っています。日本
はニューラルネットワークの研究で最先端を
走っている時期があったにもかかわらず、日本
からディープラーニングや ChatGPT は生まれ
ませんでした。それはなぜか、その原因の本質
はなにか。自問自答しています。
　現在のAI 革命の発端となったディープラー
ニングですが、色々と不思議なことが起こりま
す。最も不思議に思うことはディープラーニン
グが初期値に関係なく学習が達成されることで
す。一般に、ニューラルネットワークの学習は、
高次元のパラメータ空間上の停留点を多く含む

非常に複雑な形状を持つ誤差曲面に沿って解を
探索する問題です。よって、ニューラルネット
ワークのパラメータ（結合重みとしきい値）の
初期値によって誤差曲面のスタート点が異なる
ため、解を探索する経路も異なり、学習回数
や到達誤差が大きく異なることが一般的です
（私が世界に先駆けて提案したH∞学習（IEEE，
2001 年）は小規模ネットワークの学習において
初期値の影響をほとんど受けません）。しかし、
ディープラーニングではこの現象が見受けられ
ません。この不思議な現象の説明のヒントは「宝
くじ仮説」にあるかもしれません。宝くじ仮説
とは、大規模で冗長な深層ニューラルネット
ワークの場合、それと同程度の学習性能を実現
するサブネットワークが存在すると云う仮説で
す。これをヒントに、偶然、良い初期値に当たっ
たサブネットワークが主導的に学習（部分空間
上の誤差曲面に沿った探索）を遂行すると考え
れば、ネットワーク全体の学習が常に初期値に
影響されずに済むかもしれません。計算に必要
なリソースを除けば、小規模なネットワークよ
り、超々大規模なネットワークの方が、学習が
容易に見えてくるのは不思議です。
　ChatGPT 3.5 の パ ラ メ ー タ 数 は 3550 億
個、ChatGPT 4.0 では数兆個と言われています。
3550 億次元、数兆次元の空間上の誤差曲面の
探索問題は想像できません。開発元のOpenAI
でさえ、この問題は説明できないのではないで
しょうか。
　大規模言語モデルに基づく ChatGPT は 1978
年に公開されたルパン三世に現れる巨大脳を連
想させます。ChatGPTはどこまで進化するのか。
量は質を変え続けるのか、興味が尽きません。
　最後になりましたが、生成AI 時代を生き抜
く現役世代の皆様のご活躍を期待すると共に、
電気電子情報科会の益々の発展を祈念いたしま
す。

－退職された先生からの寄稿－
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電気電子通信コースの近況

　　システム創成工学科　　　　　　　　　　　
電気電子通信コース長　高　木　浩　一　

　電気電子情報科会会員の皆様におかれまして
は益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平
素よりコースの運営にご理解とご協力を賜り、
心より感謝と御礼を申し上げます。
　電気電子通信コースでは今年度、59 名の学部
生、37 名の修士課程学生を新たに迎えることが
できました。今年度 4月には、59 名の新入生を
迎えることができました。本コースの教職員ス
タッフは、前年度に太田康治技術職員がご退職
され、大坊 真洋准教授が 4月に教授へ昇任され
たため、今年度は、教授 7名、准教授 5名、助
教 5名、技術部職員 5名で教育および研究活動
を行っております。太田さんの長年にわたる多
大なるご尽力に改めて感謝申し上げます。
　今年度は、昨年からウイズコロナへの移行が
進められて、岩手県民会館において 3年ぶりに
入学式が実施され、授業も基本的に対面での実
施へと移りました。しかし昨年度はまだ制約も
多く、工場見学も県内に限定したもので、ソフ
トボール大会などのスポーツや食事を伴うイベ
ントは実施できませんでした。今年度はポスト
コロナへの移行が進み、工場見学も関東地域で
NTT 武蔵野研究開発アンリツ㈱、富士通㈱厚
木研究所センタ、東芝エネルギーシステムズ㈱
浜川崎工場への見学に 17 名の学生さんが参加
しております。一昨年に退職された方や、コロ
ナ期間に新任された方々の慰労会や歓迎会も実
施することができ、脱コロナが進められていま
す。
　研究面では、村田健太郎助教が 8月に長期学
外研修（研修場所：Lund University，Sweden）
からお戻りになり、阿部貴美助教の長期学外
研修（研修場所：University of Saskatchewan, 
Canada，研究テーマ：ESR による ZnO 単結晶
の欠陥解析と YAP:Ce/ZnO 放射線検出器の開
発、期間：10 カ月）が、昨年 6月より実施され

ております。どちらもその研究成果が期待され
ています。
　一昨年はコロナで開催を見送らざるを得な
かったコースや研究室での歓迎会、観桜会、忘
年会、新年会、その他の対面イベントなど、今
年はコロナ前と同様に開催することができまし
た。学生時代である今しか味わえないであろう
ことを体験させてあげられる状況に戻ったこと
はうれしい限りです。
　一方で学会の講演会では対面とリモートのハ
イブリッド形式が定着しつつあります。リモー
トには場所に制約されない便利さがありますが、
対面でしか伝わらないこともあります。当コー
スでも、状況に応じて臨機応変に、各々の利点
を上手に利用して、教育と研究の質の向上に取
り組んでまいりたいと思います。
　学生の進路に関しましては、今年も大学院進
学率は約６割となりました。就職も例年通り堅
調です。今年も半導体関連メーカを希望する学
生が多くみられました。日本の景気はコロナ危
機から回復傾向をたどってきてはいますが、ロ
シアによるウクライナ侵攻や高インフレと金融
引き締めなどによる世界情勢の影響もあり、ま
だ低迷気味です。しかし、このような状況であっ
ても、当コースの卒業・修了生への期待度は高
く、これもひとえに電気電子情報科会諸先輩方
のご活躍の賜物であると思います。
　最後になりましたが、今後も教職員一同、社
会で活躍できる優秀な人材をより多く送り出す
ことができる、より魅力のあるコースとなるよ
う、教育と研究の充実に努力して参る所存です。
会員の皆様には、今後とも本電気電子通信コー
スの教育・研究活動等へ、変わらぬご支援とご
協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申
し上げます。



－ 26 －

知能・メディア情報コースの近況

システム創成工学科　　　　　　　　　　　　　　

知能・メディア情報コース長　永　田　仁　史　

　電気電子情報科会会員の皆様におかれまして

は益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。令

和 5年度の本コースの近況をお届けします。

　平成 28 年の学部改組により、本コースが理

工学部システム創成工学科、知能・メディア情

報コースとなってから 8年目、また、修士課程

改組からも 7年目となりました。ここ数年はコ

ロナの猛威が学内に種々の影響を与えており、

入学・卒業関連の行事中止や簡素化、講義に関

しては多くの講義の遠隔化の他、演習において

生徒間スペース確保のため 2部屋に分散しての

同時進行化など、いろいろなコロナ対策を重ね

てきましたが、ようやく本年はその影響も下火

となり、本来の教育・研究活動が行えるように

なってきました。

　一方、少子化により受験倍率低下が深刻化す

る中、昨今の AI・データサイエンスブームを

反映してか、本コースは入試倍率に関しては、

本年も何とか好調を維持しています。しかしな

がら、理工学部全体の倍率低下は深刻であるた

め、AI・データサイエンスブームの取り込みを

主眼とした次なる学部改組の準備が進んでいま

す。とくに情報分野に関連するだけに、本コー

スは組織形態・運営上大きな影響を受ける可能

性があり、落ち着く間もない今後数年となりそ

うです。

　教職員については、昨年度末の西山教授の退

職に続き、本年 4月から堀田克哉助教が着任し、

平均的には若干の若返りがなされました。コー

ス教員の総人数は昨年と同じですが、内訳は、

教授 6 人、准教授 6 人、助教 5 人の計 17 人と

なりました。今後は大学の教員採用方針もあり、

課題だった組織の新陳代謝の問題も徐々に軽減

の方向に転じるものと思われます。

　教育に関しては、一部プログラミング演習の

反復効果を狙った週 2回実施、1コマ 100 分化

などのシステム変更の定着が良い方向に影響し

ていると思われますが、さらに、学生による授

業評価フィードバックの結果を外部講師が内情

を晒しながら講評しまとめるという学部 FDが

あってその効果はてきめんと思われ、本コース

の授業評価の数値は、ここ数年下がることなく

徐々に改善しています。

　研究に関してもいろいろな成果がありました

が、本年はトピックとして下の受賞があったこ

とをお伝えしておきます。

[1] IEEE Computer Society, Technical Community

on Multiple-Valued Logic, ｢Kenneth C. Smith 

Early Career Award in Microelectronics｣:平山

貴司(IEEE International Symposium on Multiple-

Valued Logic(ISMVL 2023))

[2] 芸術科学会論文誌 第21回論文賞：岡野 稀

央隆、山中 克久、松山 克胤、おはなし迷路の

制作を支援するツールのデザインと実装

　今後も、本コースは、社会の要請に応えられ

るよう、教職員一同努力してゆく所存ですの

で、会員の皆様には益々のご支援を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。
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草刈先生と「草刈賞」

草刈賞について

　今年は「草刈賞」の名称になっている「草刈
遜先生」ご生誕 120 周年にあたります。
　草刈先生は明治 37 年（1904 年）1 月 3 日に
仙台市にお生まれになりました。そして旧制第
二高等学校を経て東北大学工学部電気工学科を
昭和 2年にご卒業になり、助教授をなさってい
た昭和 14 年に、新設された盛岡高等工業学校
に 35 歳の若さで電気科長として就任され、以
来岩手大学工学部電気工学科学科長、第 3代及
び 5代工学部長などの要職をお勤めになり、ほ
ぼ 30 年にわたって岩手大学の発展に努めてこ
られた先生です。この間、特に第 5代工学部長
のときに、岩手大学工学部に大学院設置を実現
すべく奔走し、身を削るご努力をなされました。
このようなご努力によって昭和 43 年 4 月に大
学院修士課程が設置されましたが、先生はこの
成果を見ることなく、前年の 7月 5 日にご逝去
されました。草刈先生は、病床にあっても最後
まで大学院設置のための指示をなさっていたそ
うです。
　草刈先生は学生から大変尊敬され、慕われて
おりました。「草刈賞」は草刈遜先生のご遺徳
を後世に伝えるために、“草刈先生ご生誕 100
年記念事業”の一環として、教えを受けた卒業
生および教職員が資金を大学に寄付し、それ
をもとにして草刈先生ご生誕 100 周年に当たる、
平成 16 年（2004 年）1月に設置されたものです。
草刈賞の創設には太田原功氏（昭和30年電気卒）
を委員長とする“草刈賞設置委員会”を立ち上
げ、その内容が検討されました。そして、“草
刈先生の教えを後世に伝えるとともに、意欲的
な学生生活を送った者を表彰し、その栄誉を称
える”ことを目的とすることにしました。　　
　

　以来毎年、受賞にふさわしい学生が推薦され、
岩手大学卒業式当日に工学部長（現理工学部長）
から授与されてきました。しかしコロナ禍が拡
大し、岩手大学でも所謂“三密”が制限される
ようになると、学生の課外活動なども著しく妨
げられ、草刈賞が期待しているような学生生活
を送ることが出来る状況ではありませんでした。
このような事情から、昨年度に続き令和 4年度
も草刈賞への推薦がなく、“受賞者なし”とい
う状況が続いています。令和 5年 5 月から、コ
ロナ対応もインフルエンザ対応と同様に取り扱
われるようになりましたが、人が集まって何か
をすることに対してまだ警戒感があって、学生
の課外活動などはコロナ禍以前の状態には戻っ
ていないようです。しかし学生の活動は徐々に
活発になってきていますので、近い将来草刈賞
の候補者が現れることと期待しています。
　草刈賞は当初用意した 60 個のメダルがなく
なれば、その時点で終了する予定でしたが、そ
の後継続を望む声や草刈賞基金への寄付が充実
してきたこともあって、継続が決まっています。
新しいメダルの作成など、委員会で検討中です。
引き続きご支援を御願い致します。

草刈賞委員会
　柏　葉　安兵衛（昭和 38 年電気卒）
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支部だより

令和５年度東京支部報告

東京支部長
　　狩　野　利　之（昭和 61 年電子卒）

　新型コロナが 5月に 5 類に変更となり、種々の
行動制限が緩和され、支部活動も徐々に以前のよ
うな形に戻りつつ、というのが 2023 年度でありま
した。以下、主な活動をご報告いたします。

１．80周年記念式典でのリアルタイム配信
　6月17日に行われた 80 周年記念式典、及び記
念祝賀会において、東京支部の在家副支部長（S52
電子）、中山副支部長（H4電気）、事務局の三浦
さん（H16電電院）の3 名が zoomによるリアルタ
イム配信を実現し、15名の方が会の模様などをネッ
トを介して視聴されました。

２．2023 年度の東京支部大会の開催
　80 周年の記念行事が 6月に予定されていたため、
この年の東京支部大会は、例年開催している6月
から時期を秋に変更し、10月14日東京新宿の日
本料理三平で開催いたしました。昨年に引き続きリ
アル開催とリモートを併用するハイブリッド形式で
行い、会場には 35 名、リモートでは 9 名の方が
参加されました。大学からは、久保田賢二先生（科
会会長）、長田洋先生（一祐会事務局長）、永田仁
史先生（講演講
師）。また、在京
他科会 4 名の来
賓をお迎えしまし
た。
　総会後、永田
先生から「岩大
理工学部の近況
と私的近況」と

題してご講演をいただき、大学の改組の計画など
もご紹介いただきました。また、三曲部OBの内
山和彦さん（H2 電子）、関優子さん（H12 情報）
による尺八の演奏も復活し、最後に寺井正行相談
役（S41電気）のリードで逍遥歌などの歌い継ぐ
歌を大合唱してお開きとなりました。

３．OBによる大学訪問
　今年はOB訪問も4 年ぶりに復活しました。12
月15日に、中山靖茂副支部長（H4電気）、加瀬
貞二事務局長（H4
電子）の2 名が、長
田先生、木村先生、
高木先生、向川先
生、大坊先生、小
林先生の研究室を訪
問し、研究の内容を
説明いただき、学生
さんと交流を図ると
同時に、同窓会の活
動についてもご紹介
しました。

４．賀詞交歓会の開催
　コロナ禍の中、2020 年の1月に始めた賀詞交
歓会。今年も1月6日に開催しました。4回目にな
ります。科会会長の久保田先生、一祐会会長の柏
葉安兵衛先生、同事務局長の長田洋先生はじめ、
25 名の方にご参加いただきました。

５．2024 年度の東京支部の活動
　2024 年度の東京支部大会は、6月22日14:00
から新宿・三平にてハイブリッド形式での開催予定
です。今後も同窓会の活性化にむけて、会員の皆
さまへのメルマガの情報発信や、交流の機会・方
法の検討などに継続して取り組んでいきます。様々
な情報など以下のメールにお知らせください。
科会東京支部メールアドレス：info@iueei-tokyo.main.jp

リアルタイム配信の準備

三曲部OBの方による尺八の演奏

東京支部大会集合写真
（中央左　草刈功労賞受賞の柴田隆昭さん）

大学訪問（向川研究室）

2024.1.6　zoomによる賀詞交歓会
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令和５年度仙台支部報告

－支部だより－

仙台支部長
　　田　中　利　光（昭和 53 年電気卒）

１．仙台この一年　
　一年前の今頃は、「新型コロナウィルス」と
いう言葉を一日たりとも聞かない日はありませ
んでした。それが、令和 5年（2023 年）5 月から
新型コロナウィルス（以下、新型コロナ）感染症
が感染症法における 5類感染症に移行したこと
により、日に日に新型コロナという言葉を使う
頻度が少なくなり、令和 5 年 12 月時点では新
型コロナ感染よりもインフルエンザ感染警報が
発令されているほどです。
　仙台の風物詩であるイベントも 4年ぶりに通
常規模で開催されました。5月の「仙台青葉ま
つり」に 87 万人、8月の「仙台七夕まつり」に
226 万人、9月の「定禅寺ストリートジャズフェ
スティバル」には 55 万人の人出があり、そし
て 12 月には「SENDAI 光のページェント」が
開催されています。

２．仙台支部この一年
　令和 5 年（2023 年）1 月、4 月にそれぞれ計画
していた新年会、長寿者を祝う会は、新型コロ
ナ感染拡大防止の観点から、全て中止とせざる
を得ませんでした。
　6月の仙台支部総会は、岩手大学電気電子情

報科会総会及び創立 80 周年記念式典がこの仙
台の地で開催されることに併せて、同会場にて
科会総会開催前に実施しました。久しぶりの対
面での開催ということで懐かしい面々が集まり
ました。
　令和 5年（2023 年）度（6月～ 5月）の今後の活
動計画は以下のとおりです。なお、当該年度は
役員の改選期ではありませんので、役員は昨年
度と同様です。
　・令和 6年（2024 年）1月　
　　　役員会及び新年会
　・同年 4月　
　　　役員会及び長寿者を祝う会
　
３．宮城県内在住の卒業生へのお願い
　会誌「きたかみ」は配布されるけれども科会
仙台支部からのメールは受け取ったことはない
という方、ぜひとも氏名、卒業年次・学科、メー
ルアドレスの情報を添えて以下へ連絡をお願い
します。支部総会開催案内、イベント開催案内
等を連絡いたします。
　・連絡先（仙台支部代表メールアドレス）
　　　iwueecsb@gmail.com

【創立80周年記念式典会場】 【仙台支部総会（会場は創立80周年記念式典会場と同じ）】
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令和５年度盛岡支部報告

－支部だより－

盛岡支部長
　　宮　手　敏　雄（昭和 44 年電気卒）

令和５年科会新年会記念写真

１．岩手県内の近況
　令和 5年は全国的に猛暑が続きました。過ご
しやすいと言われる盛岡でも、最高気温 30℃超
の夏日が 7 月 22 日から 9 月 1 日まで、41 日間
も連続した記憶はありません。猛暑日も 4回あ
り、お盆過ぎには熱帯夜も続きました。新型コ
ロナの 5類移行で帰省客と観光客は戻り、中央
通りの「さんさ踊りパレード」も以前の賑わい
に戻りました。
　ニューヨーク･タイムズが昨年報じた「2023
年に行くべき 52 か所」で 2 位の、盛岡繁華街
の喫茶店主は「外国人客は増え、東南アジアと
ヨーロッパが多いね。円安もあるかも？」と喜
んでいました。年末年始は故郷・岩手を訪れた
科会員の皆様も多かったはずです。
　真夏の熱波被害は多少ありましたが、秋から
師走まで暖かさが続き、直撃台風もなく紅葉は
2週間ほど遅れました。実りの秋を迎えて産直
のリンゴは蜜がいっぱい。紅葉は 2週間ほど遅
れました。初雪は平年通りでたが、最近希な暖
冬・少雪は続いてます。
　元日夕暮れ時に発生した能登半島地震の惨状
には驚きました。3.11 東日本大震災大津波で多
くの援助をいただいた岩手からも、救援が始
まっています。翌 2日には日没直後の羽田空港
Ｃ滑走路で、札幌発羽田便ＪＡＬ機と地震被災
地に向かった海保機が衝突炎上。お屠蘇気分は
吹き飛びました。平穏な辰年に戻るよう祈念し
ています。

２．支部総会
　盛岡支部総会は慣例で科会総会が他支部開催
の年は、翌年に 2年分を審議しています。今年
は 6月 15 日の科会総会日に併催します。

３．３年ぶりに「飲み放題」新年会
　昨年は新型コロナ禍で乾杯なし・弁当だけの
変則新年会でしたが、昨年 5月新型コロナの 5
類移行に伴い、飲食業界のサービス制限も徐々
に緩和されました。満を持して従来様式の円卓・
大皿料理・飲み放題の新年会開催を決めました。
　新年会は「エスポワールいわて」で本部理事
会後、部屋を変えて 1月 27日午後 3時 20分から、
支部会員を加えて 15 人が参加しました。久保
田科会長から元日夕暮れ時、突然の能登半島
大地震と、翌日は羽田空港滑走路の衝突炎上事
故と続いた。これからは平穏な世界にーと挨拶、
柏葉相談役の音頭で乾杯後、懇談に移りました。
　立花科会副会長の司会兼行司役で参加者全員
から近況報告が始まり、和やかなこの雰囲気
は 3年ぶりでも健在でした。学生時代の思い出、
勤務先の紹介（かなりＰＲぽい？が貴重なお話
し多数）、健康維持の秘訣など満載でした。
　懇談は尽きませんでしたが、参加者で最も若
い理事・事務局の高橋克幸准教授の三本締めで
お開きしました。

新年会で近況報告中の柏葉相談役
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令和５年度岩手大学電気電子情報科会総会

　岩手大学電気電子情報科会令和 5年度総会は、
令和 5年 6月 17 日（土）13 時 30 分より仙台ガー
デンパレスで開催されました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のために
延期延期で、本当に久しぶりの仙台での開催と
なりました。

［議事録］

議長：田中　利光 氏（昭和53年電気卒、理事・
　　　　　　　　　   仙台支部長）
書記：大羽澤仁志 氏（平成 2年電気卒、理事）
　　　伊東　寿枝 氏（平成元年電子卒、理事）

◉第 1号、第 2号議案について
　事務局より、下記の令和 4年度事業 6件およ
び令和 4年度決算について報告が行われた。
　•きたかみ 69 号発行
　•ホームページ運用
　•正会員歓迎会（新型コロナ感染症拡大予防
　　のため中止）
　•草刈賞委員会活動（コロナウィルス感染拡
　　大の影響により受賞者無し）
　•会費検討委員会活動
　•科会創立 80 周年記念事業実行委員会の活
　　動

　続いて、佐々木会計監査より監査報告が行わ
れ、これら二つの議案については特に異議なく、

拍手にて承認された。

◉第 3号、第 4号議案について
　事務局および各担当委員より、令和 5年度の
事業計画案 6件（きたかみ 68号発行、ホームペ
ージ運営、正会員歓迎会開催、草刈賞委員会活
動、会費検討委員会活動（会費納入方法につ
いてコンビニ決済等による利便性向上の検討）、
科会創立 80 周年記念事業実行委員会活動）に
ついて説明があった。続いて、これら事業計画
を勘案した令和 5年度の予算案について詳細説
明が行われた。
　これらの提案内容については特に異議なく、
拍手にて承認された。

◉その他
　電気 41 年卒青木英典様の瑞宝小受章につい
てのご紹介があった。

以上

議長
（田中利光  仙台支部長）

来賓ご挨拶
（永田仁史  知能・メディア情報コース長）

会長挨拶

　議長は恒例で開催地の支部長に就いていただ
き、すべて異議なく承認されました。
　また、総会の場で叙勲された昭和 41年電気卒 
青木英典氏の瑞宝小綬章の紹介がありました。
　総会後は 80 周年記念式典と祝賀会を控えて、
集合写真撮影に移りました。
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令和 4～ 5年度岩手大学電気電子情報科会役員名簿

（令和 6年 1月 1日現在）

役　職　名 氏　　名 卒業年学科 役　職　名 氏　　名 卒業年学科

会 　 長

副会長・事務局

副　 会　 長

副　 会　 長

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理事･盛岡支部長

理事･仙台支部長

理事･東京支部長

理 事 ･ 事 務 局

理 事 ･ 事 務 局

会 計 監 査

会 計 監 査

顧 　 問

顧 　 問

相談役（元会長）

相談役（元会長）

相談役（元会長）

相談役（元会長）

久保田　賢　二

柳　橋　好　子

立　花　龍　一

長　田　　　洋

佐　藤　　　匡

吉　田　英　夫

武　田　寿　郎

千　葉　則　茂

恒　川　佳　隆

鳥谷部　達　雄

伊　東　寿　枝

村　田　　　崇

大羽澤　仁　志

宮　手　敏　雄

田　中　利　光

狩　野　利　之

木　村　彰　男

髙　橋　克　幸

佐々木　眞　嗣

大　坊　真　洋

佐々木　經　夫

藤　原　民　也

山　崎　時　男

太田原　　　功

柏　葉　安兵衛

籏　福　　　寛

S42 電気

S45 電子

S61 情報

S62 電気

S40 電気

S41 電気

S41 電気

S50 電気

S55 電気

S56 情報

H01 電子

H02 電気

H02 電気

S44 電気

S53 電気

S61 電子

H03 情報

H21 電電修

S62 電子

H11 電情博

特

特

S24 専門

S30 電気

S38 電気

S38 電気

東京支部

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

盛岡支部

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

仙台支部　

 幹 事

 幹 事

 幹 事

 幹 事

小　磯　巌　男

畠　山　　　主

吉　澤　和　弘

畠　山　　　寧

田　口　之　博

山　道　隆　男

富　塚　秀　樹

中　山　靖　茂

遠　藤　慎　介

三　浦　友　規

岡　　　英　夫

池　内　　　達

佐　藤　　　信

佐　藤　文　昭

泉　澤　　　栄

高　橋　康　浩

伊　東　寿　勝

千　葉　幸　二

金　澤　博　昌

加　藤　雅　和

田　代　良　二

菅　野　　　丘

柏　葉　安　宏

S51 電気

S54 情報

S54 情報

S59 電子

S61 電子

S62 電気

H02 電気

H04 電気

H04 電子

H16 電電修

S48 電子修

S50 電子

S57 電子

S59 電子

S60 電子

S62 電気

H01 電気

H04 情報

H06 情報

S49 電子

S55 電気

S63 情報

H09 電電



－ 34 －

電気電子通信コース
（コース長　高木浩一　教授）

知能・メディア情報コース
（コース長　永田仁史　教授）

職　名 氏　　　名 職　名 氏　　　名

教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
助 　 教
助 　 教
助 　 教
助 　 教
助 　 教

長　田　　　洋
小　林　宏一郎
大　坊　真　洋
高　木　浩　一
西　館　数　芽
本　間　尚　樹
向　川　政　治
叶　　　榮　彬
秋　山　雅　裕
菊　池　弘　昭
高　橋　克　幸
三　浦　健　司
阿　部　貴　美
岩　井　守　生
佐　藤　宏　明
田野崎　真　司
村　田　健太郎

教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
教 　 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
助 　 教
助 　 教
助 　 教
助 　 教
助 　 教
事務補佐員

今　野　晃　市
永　田　仁　史
萩　原　義　裕
藤　本　忠　博
松　山　克　胤
山　中　克　久
明　石　卓　也
木　村　彰　男
談　　　宜　育
張　　　建　偉
中　谷　直　司
平　山　貴　司
佐　藤　　　信
藤　岡　豊　太
堀　田　克　哉
游　　　梦　博
盧　　　　　忻
懸　田　ひかる

令和 6年 1月 1日現在

理工学系技術部

職　名 氏　　　名

技術専門員
技術専門員
技術専門員
技術専門職員 
技術専門職員 
技 術 職 員
技 術 職 員
技 術 職 員
技 術 職 員
技 術 職 員

千　葉　　　寿
古　舘　守　通
萩　原　由香里
志　田　　　寛
藤　原　　　歩
庄　司　愛　子
増　山　静　香
平　山　有　沙
藤　野　圭　祐
紺　野　　　亮

情報技術部

職　名 氏　　　名

技術専門員技術室長心得 加　治　卓　磨

令和5年度電気電子通信コース、
知能・メディア情報コース教職員名簿
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１．はじめに
　岩手銀行旧本店本館（通称：岩手銀行赤レン
ガ館）の多目的ホールで、昨年の 7/16 日、84
歳のど素人の老人が「ラジオ歌謡」の名曲“母
あればこそ”を歌いました。まさかこのような
国指定重要文化財で歌うなぞとは夢にも思って
いなかったので、顛末記を我が「きたかみ」の
読者にご紹介し、出来れば何かコメントを頂き
たいと思っています。これも「草刈功労賞」を
拝受した御蔭ではないでしょうか。

図１：岩手銀行赤レンガ館（チケット）

赤レンガ館でラジオ歌謡を歌いました

― 朋友 森田君の“昭和歌謡を歌う”コンサートにて ―

柴　田　隆　昭（昭和 37 年電気卒）

２．そもそも歌曲好き
　私は本来的に歌曲や民謡を歌唱することが大
好きである。ところが歌を歌うことに意識的に
目覚めたのは意外に遅かったかも知れません。
新宿「三平」で毎月行われる原子力機構OB会
の例会終了後、ある先輩が『柴田君、俺の家内
が赤羽でカラオケ屋をやっているが、行って見
ないかい。』と言われてノコノコ付いて行った
のが始まりである。恐らく誰もがリクエストし
た事が無いラジオ歌謡「破れた蝙蝠傘」の曲を
リクエストした。何と小生の予想に反してその
曲があったので驚愕した事を良く覚えている。
即ち、かつて同じ職場の先輩であった神尾善子
氏が『その曲ありますよ。』・・と軽く仰ってく
れた。

３．私の「ラジオ歌謡」普及・啓発活動につい
　て
　20 ウン年前のことで、それから小生のラジ
オ歌謡を歌い、歌曲を歌う“真似事”が始まった。
当初は「東京ラジオ歌謡を歌う会」会員として、
次いで「日本ラジオ歌謡研究会」の会員として、
主としてラジオ歌謡がWeb でどのように取り
扱われているかを調査し、二編の Paper に纏め
【ラジオ歌謡研究誌】に上梓した。24 余年間の
ラジオ歌謡普及・啓発運動に言及すればキリが
無いので止めるが、ファイルを斜めに頁を括っ
たら、平成 22（2010）年に東京ラジオ歌謡音楽会
（古賀政男音楽博物館けやきホール）で前述の
「破れた蝙蝠傘」の曲を歌っていることが判明
した。何れ何時かの機会にこの活動の全容につ
いて紹介したいと思っている。

特別寄稿
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４．朋友　森田（高校同期）君が上野奏楽堂で
　コンサートを開催
   今回のコンサートには伏線があった。即ち、
クラシック音楽や歌曲が好きな連中のメッカ上
野奏楽堂で『～文芸コンサート～啄木、生命を
歌う』と言うコンサートを平成 17 年 6 月啄木
ファンを中心に東京上野で開催した。当時、盛
岡での新進気鋭のテノール歌手森田純司君も盛
岡と東京と言う距離には相当悩まされており、
奏楽堂との交渉や首都圏での人集めにはそれな
りに苦労なされていたと思われ、それらの事態
解決のために小生が奔走した。

５．現代の有効道具の You-tube にもアップし
　賀状でも宣伝
　以下の文章を付した年賀状を 250 枚送付した
ら確実にYou-tube の読者も増えているようで
ある。
【流山通信 R6】84 歳にもなると様々な肉体的
な障害が発生する。「かかりつけ医」が処方し
た薬も多種類になる。そういう私に昨年二つの
慶事が舞い込んだ。6/17 仙台にて母校“電気電
子情報科会（大学同窓会）”から「草刈功労賞（振
興）」なる表彰を受けた。それを契機に高校同
期の森田純司君が 7/16 日盛岡赤レンガ館多目

的ホールで“昭和の抒情を歌う”
（副題）朋友［柴田隆昭君の草
刈功労賞の授賞を記念して］の
コンサートを開いてくれた。私
はこの聴衆 130 名余のコンサー
トでラジオ歌謡「母あればこそ」
を熱唱した。この模様は You-
tube にも動画で掲載⇒柴田隆
昭か赤レンガ館のコンサートの
一部で検索するとヒットする⇒
しているのでスマホや PCを立
ち上げて是非ご覧頂きたい。

－特別寄稿－

図２：平成17年文芸コンサートのチケット

「昭和の抒情を歌う」　チラシ（左）とプログラム（右）
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令和５年 年表

1/17 令和 4年度第 3回理事会事前打ち合わせ　「きたかみ」69 号第 3回編集委員会　久保田会長・柏葉相談役・
 立花副会長・宮手盛岡支部長・木村理事・柳橋理事　　理工学部 3号棟会議室
1/20 電気電子工学専門研修
 「Beyond 5G/6G における同期の役割とは？」
 日本電気株式会社  システムプラットフォーム研究所  高橋正行 氏
1/21 令和 4年度第 3回理事会　エスポワールいわて 3階　岩手の間　令和 4年度事業について　12 人
1/21 盛岡支部主催　新年食事会　エスポワールいわて 3階　13 人
1/24-25 令和 5年度大学院総合科学研究科理工学専攻第 2期入学者選抜試験《令和 5年 4月入学》
1/26 令和 5年度大学院理工学研究科博士課程第 2期入学者選抜試験《令和 5年 4月入学》
1/27 電気電子工学専門研修
 「再生エネルギーの将来」(株)岡山建設  岡山信広 氏，齋藤英明 氏
 「青森県における風力発電の現状」　青森風力開発（株）松橋和也 氏
2/3 入学願書受付締切．システム創成工学科電気電子通信コース：前期 1.0 倍，後期 3.2 倍，同知能・メディ 
 ア情報コース：前期 1.6 倍，後期 3.9 倍
2/7 きたかみ 69 号校了
2/9 大学院理工学研究科（博士課程）システム創成工学専攻知能情報工学分野博士論文公聴会
2/16 大学院工学研究科（博士課程）電気電子・情報システム工学専攻博士論文公聴会
2/17 大学院理工学研究科（博士課程）システム創成工学専攻電気電子通信工学分野博士論文公聴会
2/17 知能・メディア情報コース 卒業研究発表会
2/20 大学院総合科学研究科理工学専攻知能情報コース 修士論文審査発表会
2/20 きたかみ 69 号校了 69 号印刷終了　搬入
2/25 令和 5年度理工学部 一般選抜個別学力検査 前期日程
3/1 きたかみ 69 号発行　5400 部
3/12 令和 5年度理工学部 一般選抜個別学力検査 後期日程
3/23 岩手大学学位記授与式
 理工学部システム創成工学科卒業生：電気電子通信コース 54名，知能・メディア情報コース 56名 +1名
 （早期卒業）
 工学部電気電子・情報システム工学科卒業生：情報システム工学コース 1名
 大学院総合科学研究科理工学専攻修士課程修了生：電気電子通信コース 40 名，知能情報コース 18 名
 大学院理工学研究科システム創成工学専攻博士課程修了生：電気電子通信工学分野 1名，知能情報工学 
 分野 1名
 大学院工学研究科博士課程修了生：電気電子・情報システム工学専攻 1名
3/31 知能・メディア情報コース 西山清 教授 定年退職
4/1 堀田克哉氏を知能・メディア情報コース助教として採用
4/7 岩手大学入学式
 理工学部システム創成工学科入学生：電気電子通信コース 59名（うち地域創生特別プログラムものづく 
 り系 1名），同知能・メディア情報コース 59 名（うち地域創生特別プログラムものづくり系 2名）
 3 年次編入学生：電気電子通信コース 3名，知能・メディア情報コース 2名
 大学院総合科学研究科理工学専攻修士課程入学生：電気電子通信コース 37 名，知能情報コース 19 名
 大学院理工学研究科システム創成工学専攻博士課程入学生：電気電子通信工学分野 1名，知能情報工学
 分野 1名
4/20 80 周年記念事業打ち合わせ三役会　久保田会長・長田副会長・立花副会長・柏葉相談役・木村理事・高
 橋理事・柳橋副会長　理工学部 3号棟会議室
4/27 電気電子工学専門研修
 「火力発電の役割と取り組み」 東北電力(株) 柳谷伸 氏，伊勢慶一 氏
5/11 電気電子工学専門研修
 「モバイル通信  6G  への取り組みについて」(株)NTT ドコモ　鈴木恭宜 氏 
5/11 80 周年記念事業打ち合わせ三役会　久保田会長・長田副会長・立花副会長・柏葉相談役・木村理事・高
 橋理事・柳橋副会長　理工学部 3号棟会議室
5/14 80 周年記念事業仙台での打ち合わせ・会場下見　仙台ガーデンパレス　久保田会長・立花副会長・高橋
 理事・仙台支部役員
5/15-19 理工学部前期授業一般公開
5/18 電気電子工学専門研修
 「半導体基礎講座 ～半導体産業の拡大とロジック・メモリ技術動向～」キオクシア岩手(株) 神垣哲也 氏 
5/22 令和 4年度岩手大学電気電子情報科会会計監査　大坊真洋会計監査・佐々木眞嗣会計監査・久保田会長・
 柳橋副会長　　岩手大学理工学部 3号棟会議室
5/23 令和 5年度第 1回理事会事前打ち合わせ・80 周年事業打ち合わせ　久保田会長・長田副会長・立花副会長・
 柏葉相談役・木村理事・高橋理事・柳橋副会長　理工学部 3号棟会議室
5/25 電気電子工学専門研修
 「ムーニー型アクチュエータを用いた 2 軸共振マイクロステージの開発」
 リコーインダストリアルソリューションズ(株)  藤村康浩 氏 
5/27 盛岡・つなぎ間ロードレース大会（岩手大学学生，教職員参加）
5/27 令和 5年度第 1回理事会・80 周年事業第 6回実行委員会　15 人　盛岡市エスポワールいわて特別室
6/1 電気電子工学専門研修
 「車載向け半導体製造における生産技術エンジニアの役割」 (株)デンソー岩手  木川雅之 氏 
6/15 電気電子工学専門研修
 「継続可能な社会に向けて」 元竹中工務店技術研究所，岩手大学客員教授  山崎慶太 氏 
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6/15 電気電子工学専門研修
 「“つなぐ力”で創れ、未来の“あたりまえ”を。」 エクシオグループ(株) 山本晃大 氏
6/17 令和 5年度岩手大学電気電子情報科会総会　54人　仙台　ガーデンパレス
 令和 4年度事業報告・決算報告・監査報告、令和 5年度事業計画・予算、80 周年記念事業について
6/17 岩手大学電気電子情報科会創立 80 周年記念式典及び祝賀会　56 人　仙台ガーデンパレス
 草刈功労特別賞　柏葉安兵衛氏、草刈功労賞　籏福寛氏・齊藤健氏、柴田隆昭氏
6/17 令和 5年度仙台支部総会　仙台ガーデンパレス
6/29 電気電子工学専門研修
 「イメージセンサーの進化」ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)   皿井孝明 氏 
7/3 令和 6年度大学院総合科学研究科理工学専攻（修士課程）推薦入学者選抜試験《令和 6年 4月入学》
7/6 電気電子工学専門研修
 「人間社会の根源とイノベーション  ～ IT は社会に何をもたらすのか ～」
 国際ソフトウェア(株)  香月 宏 氏 
7/13 電気電子工学専門研修
 「セラミックコンデンサの市場トレンドおよび製造プロセス＆TDK の技術について」
 TDK  エレクトロニクスファクトリーズ（株） 堀川昌寛 氏，佐藤優輝 氏， 佐藤有子 氏
7/20 電気電子工学専門研修
 「わが国のエネルギー政策と再生可能エネルギー」 「岡山建設と風力発電」
 （株）岡山建設　岡山信広 氏，齋藤英明 氏
7/27 電気電子工学専門研修
 「風力発電の建設（睦栄風力発電所の建設）」 「風力発電所の運転管理」
 （株）アウラエンジニアリング＆サービス  岡山信広 氏，奈良橋一範 氏 
8/5 知能・メディア情報コース　スポーツ大会
8/8 岩手大学オープンキャンパス
8/21-22 令和 5年度大学院総合科学研究科理工学専攻（修士課程）入学者選抜試験《令和 5年 10 月入学》
 令和 6年度大学院総合科学研究科理工学専攻（修士課程）入学者選抜試験《令和 6年 4月入学》
 令和 5年度大学院理工学研究科博士後期課程入学者選抜試験《令和 5年 10 月入学》
 令和 6年度大学院理工学研究科博士後期課程入学者選抜試験《令和 6年 4月入学》
8/26 令和 5年度第 2回理事会　エスポワールいわて　13 人
 令和 5年度事業計画について
9/上 令和 6年度理工学部総合型選抜 I入学試験（第 1次書類選考）
9/25 令和 5年度岩手大学修了式・卒業式（農業教育資料館）
 理工学部卒業生：電気電子通信コース 1名
 大学院総合科学研究科理工学専攻修士課程修了生：知能情報コース 1名
10/1 岩手大学入学式（令和 5年度 10 月入学者）
 大学院総合科学研究科理工学専攻修士課程入学生：電気電子通信コースなし，知能情報コース 1名
 大学院理工学研究科システム工学専攻博士課程入学生：電気電子通信工学分野なし，知能情報工学分野なし
10/6 令和 6年度理工学部総合型選抜Ⅰ入学試験（第 2次選考）
10/7 令和 6年度理工学部総合型選抜Ⅱ入学試験（第 1次選考）
10/14 令和 5年度東京支部大会　新宿サンパークビル「日本料理三平」本館 7階大ホール
10/21-22 第 74 回岩手大学不来方祭
10/27 電気電子工学専門研修
 「WADOのビジョンとロボット開発」 和同産業(株)三國卓郎 氏 
11/6-10 理工学部後期授業一般公開
11/10 電気電子工学専門研修
 「医療機器エンジニアと大学教員の経験から学生の皆さんに伝えたいこと」
 東京都立大学システムデザイン研究科電子情報システム工学域　八木一平氏 
11/13 きたかみ70号第1回編集委員会　　岩手大理工学部3号棟会議室　久保田会長・柏葉相談役・立花副会長・
 宮手盛岡支部長・木村理事・高橋理事・柳橋副会長
11/17 電気電子工学専門研修
 「DX で創造する  岩手のものづくり企業の未来と競争力」
 （株）アイオー精密  鬼柳一宏 氏，製造本部ものづくり連携センター  菱川新喜 氏
11/20 大学院総合科学研究科理工学専攻（修士課程）知能情報コース 1年次中間発表会（ポスター発表形式）
11/21 令和 6年度岩手大学理工学部学校推薦型選抜入学試験
11/24 電気電子工学専門研修
 「将来無線ネットワークの革新に向けた取り組み」 NTT アクセスサービスシステム研究所  鷹取泰司  氏
11/30 大学院総合科学研究科理工学専攻（修士課程）知能情報コース修士論文予備審査会《令和 6年 3 月修了 
 予定者》（分野別に実施）
12/1 電気電子工学専門研修
 「電機業界の概要と最新動向」 日本電機工業会  栗田智久 氏
12/4 大学院総合科学研究科理工学専攻（修士課程）知能情報コース修士論文予備審査会《令和 6年 3 月修了
 予定者》（分野別に実施）
12/15 電気電子工学専門研修
 「バイタルセンシングの最新技術」(株)フォスメガ 上田智章 氏
12/16 令和 5年度第 3回情報処理学会東北支部研究会（於 岩手大学）
12/16 知能・メディア情報コース　冬期スポーツ大会
12/26 きたかみ 70 号第 2回編集委員会及び新年理事会及び新年会の件、打ち合わせ　岩手大理工学部 3号棟会
 議室　久保田会長・柏葉相談役・立花副会長・宮手盛岡支部長・木村理事・柳橋副会長
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岩手大学電気電子情報科会会則

 第１章　総　　則 
第１条 本会は岩手大学電気電子情報科会と称する。 
第２条 本会は盛岡高等工業学校電気科、盛岡工業専門
 学校電気科、岩手大学工学部電気情報系工学科、 
 並びに岩手大学理工学部システム創成工学科電
 気電子通信コース、知能・メディア情報コース
 （以下、電気情報系コースという）及び大学院 
 工学研究科電気情報系工学専攻並びに岩手大学
 大学院総合科学研究科理工学専攻電気電子通信 
 コース、知能情報コース（以下、岩手大学大学 
 院電気情報系コースという）の傘下に集った者 
 の親睦を図り、緊密な連絡をとり、電気工学、 
 電子工学、情報工学に関する知識を交換する。
第３条 本会の本部事務所は盛岡市上田　岩手大学理工 
 学部電気情報系コースに置く。
 本会に支部を置くことができる。支部の設置は 
 総会の承認をうけるものとする。 
第４条 本会は第２条に定めた目的を達成するために会 
 誌の発行、講演会等を行う。 
  
 第２章　会　　員  
第５条 会員を分けて特別会員、正会員、準会員とする。 
第６条 特別会員は岩手大学工学部電気情報系工学科、 
 岩手大学理工学部電気情報系コースの現・旧教 
 職員とする。 
第７条 正会員は盛岡高等工業学校卒業生、盛岡工業専
 門学校卒業生、岩手大学工学部電気情報系工学
 科卒業生、岩手大学理工学部電気情報系コース 
 卒業生、岩手大学大学院工学研究科電気情報系 
 工学専攻修了生、岩手大学大学院電気情報系コ 
 ース修了生、並びに役員会の承認を経た者とす 
 る。 
第８条 準会員は岩手大学工学部電気情報系工学科及び 
 岩手大学理工学部電気情報系コースの在校生、 
 並びに岩手大学大学院工学研究科電気情報系工 
 学専攻学生、岩手大学大学院電気情報系コース 
 学生のうち正会員でない者とする。 
  
 第３章　会　　計 
第９条 本会の会計は一般会計及び基金特別会計とする。 
 基金は将来のために積み立てるものとする。但 
 し、その利息は一般会計に繰り入れることがで 
 きる。 
第10条 会費は準会員入会時に入会費として10,000円を 
 納入する。また、卒業後10年を経過した正会員 
 は年会費として10年毎に10,000円を納入する。 
 尚、納入した会費は理由の如何を問わず返却し 
 ない。 
第11条 本会の収支は毎年４月末日に於いて決算を行い、 
 会計監査を経て総会に於いて承認をうけ併せて 
 これを報告する。 
  
 第４章　会　　議  
第12条 会議は総会、臨時総会、役員会及び理事会とす 
 る。
 理事会は、会長、副会長、理事及び相談役を以 
 て構成する。

第13条 総会は毎年１回会長がこれを招集して出席人員 
 を以て成立する。
第14条 臨時総会は役員会に於いて必要と認めた時、会
 長がこれを招集する。
第15条 役員会及び理事会は必要に応じて会長が招集す
 る。

 第５章　役　　員 
第16条 本会に次の役員を置く。
 会　長　１名　　　正会員より選出する。
 副会長　３名以内　正会員より選出する。
 理　事　　　　　　正会員より互選する。
 　　　　　　　　　尚、各支部長は理事を兼ね
 　　　　　　　　　るものとする。
 会計監査　２名　　正会員より選出する。
 幹　事　　　　　　正会員より理事会で推薦し
 　　　　　　　　　会長が委嘱する。
 顧　問　　若干名　特別会員より会長がこれを
 　　　　　　　　　委嘱する。
 相談役　　　　　　元会長は終身相談役として
 　　　　　　　　　委嘱するものとする。
第17条 各役員の任期は２ケ年とし、再選できる。改選
 は総会に於いて行なう。
 但し任期中欠員ができた場合は役員会に於いて
 選出し補充する。
第18条 会長は本会を代表しその事務を総括する。
 副会長は会長を補佐する。
 理事は本会の庶務を掌理する。
 会計監査は会計を監査する。
 事務局担当理事は本会の会計を掌理し、且つ金 
 品物件の保管の責に任ずる。
 幹事は会員相互の親睦と連絡の任に積極的にあ 
 たる。
第19条 支部に支部長を置き、本部に準じて役員をおく 
 ことができる。
 
 第６章　会誌、講演会及び座談会 
第20条 本会は会誌［きたかみ］を発行して会員に配付
 する。
第21条 講演会及び座談会は随時行う。
第22条 支部の内規は各支部に於いて定め、会長の認可
　　　 を受けることにする。
第23条 会則の変更は総会に於いて過半数の賛成が無け
 れば変更する事ができない。
 
 付　　　則
本会則の第10条の改定は､平成16年５月１日から施行す
る。 
(昭和17年１月１日制定)  (平成４年度総会一部改正）
(昭和25年度総会一部改正)(平成11年度総会一部改正）
(昭和37年度総会一部改正)(平成12年度総会一部改正）
(昭和40年度総会一部改正)(平成15年度総会一部改正）
(昭和41年度総会一部改正)(平成20年度総会一部改正）
(昭和46年度総会一部改正)(平成21年度総会一部改定）
(昭和50年度総会一部改正)(平成22年度総会一部改定）
(昭和51年度総会一部改正)(平成27年度総会一部改定）
(昭和56年度総会一部改正)(平成28年度総会一部改定）
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「会費」納入のお願い

岩手大学電気電子情報科会
会長　久保田　賢二　

　日頃より会員の皆様には科会事業に際し多大のご協力とご支援を賜り、
ありがとうございます。
　このたび、平成26年3月以前にご卒業の皆様に対して「会費」の納入を
お願いいたします。
  このご依頼は、平成15年に改定された会則第10条の「卒業後10年毎に会
費10,000円を納入する」という規定に基づくものです。誠に恐縮に存じま
すが、趣旨をご理解の上、納入して下さいますよう宜しくお願い致します。

記

１．納入対象者： 平成26年3月以前に卒業された方
２．金　　　額：１０,０００円
３．納 入 方 法：郵便振替（同封の赤い振込用紙をご利用ください。）
　　　　　　　　振込用紙に卒業年・学科・氏名・電話番号のご記入をお
　　　　　　　　願いいたします。
 郵便振込口座番号　０２２６０－９－６４５６１
 （加入者名：岩手大学電気電子情報科会）
 （郵便局の振込票をもって領収書とさせていただきます 
 　のでご了承ください）
４．納 入 期 限： できるだけ速やかに納入いただければ幸いです。
５．補　　　足： 会費は後払いであり、過去10年分の会費を納入いただく 
　 ものです。
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延び延びになり、やっと開催
できた 80 周年記念祝賀会の
スナップ写真です。

「きたかみ」　70号トピックス

編　集　後　記

　「きたかみ」70 号 80 周年特集号をお届けいたします。
　例年なら、外の雪景色を眺めながら編集後記を書くのですが、この先の不安を抱かせるほど雪のな
い 2月初めの盛岡です。
　今号は 80 周年特集号ですが、追悼の特集にもなってしまいました。4人の方々の在りし日のお姿を
偲びながら記しています。
　盛りだくさんの内容で原稿を整えるのが予定通り進まず、阿部謄写堂さんや一祐会事務局にご心配
をおかけしてしまいました。
　草刈功労賞受賞者の籏福先生は体調がすぐれず、原稿が間に合いませんでしたので次号に掲載をお
願いしました。
　編集委員一同、頑張ったつもりですが、至らぬ点が多々あるかと思います。どうぞ 80 周年に免じ
てご容赦いただければ有難いです。

編集委員　久保田　賢　二（会　　　長：昭和42年電気卒)
　　　　　柏　葉　安兵衛（相　談　役：昭和38年電気卒)
　　　　　宮　手　敏　雄（盛岡支部長：昭和44年電気卒)
　　　　　立　花　龍　一（副　会　長：昭和61年情報卒)
　　　　　木　村　彰　男（事　務　局：平成 3年情報卒)
　　　　　高　橋　克　幸（事　務　局：平成21年電電修)
　　　　　柳　橋　好　子（副会長・事務局：昭和45年電子卒)
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